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サレジオ青年巡礼2日目の8月
12日、トリノ・ヴァルドッコの中庭
にあるドン・ボスコ像との1枚。
参加者たちのサインが入った

「DON BOSCO JAPAN」
の旗が白く映える。

Message

サレジオ会日本管区長

マリオ 山野内 倫昭神父

「若者と人生を分かち合う」

「ドン・ボスコの風」について ─ 「ドン･ボスコの風」は、喜びを共にし、サレジオ家族の
原点を見つめ、絆を深め、社会・世界に羽ばたいて、その実りを分かち合うためのコミュニケーショ
ン誌を目指しています。ドン・ボスコの精神を多くの方 と々共有し、新しいつながりに広げていくきっ
かけとしてご活用いただければ幸いです。皆様からの情報提供とご支援をよろしくお願いいたします。

ドン･ボスコとは？
「青少年の友」と呼ばれ、助け
を必要とする若者たちのために生
涯を献げた神父。1815年イタリア
生まれ、名前はヨハネ（イタリア語
でジョヴァンニ。ドン･ボスコは「ボ
スコ神父」の意味）。青少年教
育に献身するサレジオ会を創立。
1888年帰天。

サレジオ家族とは？
ドン･ボスコの精神を受け継ぐ修道
者・信徒・協力者たち。世界130 
以 上の国で、30団 体、40万 人
以上のメンバーが、学校、教会、
社会生活のさまざまな場面で青少
年や貧しい人びとのために奉仕して
いる。サレジアンファミリーとも呼ば
れる。

Joyful Communication !

私 たちサレジオ家族は今、「若者と共にいる」という決意を新たにしています。なぜ若者を大切にするのでしょうか？
これまでの私たちのやり方は「大人が若者のために、教え導いてあげる」という考えが強かったかもしれません。若者に、大

人の夢や希望を託してきたということです。
　しかしサレジオ会のフェルナンデス総長は「若者こそが、私たちに夢と希望を与え、私たちを救う存在なのです」と繰り返し述べてい
ます。「若者がもっている夢や希望、若いエネルギーこそが、私たちを未来に導く力の源なのだ」ということを私たちは悟りつつあります。
　2015年8月、イタリアに5千人を超える若者が集まったSYM（サレジオ青年運動）世界大会では、あらゆるイベントの企画・運営が
若者自身の手で行われ、若者らしい喜び、センス、コミュニケーション、行動力が大いに発揮されていました。そして日本でも、SYM
がいよいよ動き始めました。昨年11月に東京カテドラルで行われたSYM青年のシンポジウムでも、彼らのいきいきとした発言は、私た
ちに豊かな悟りを与えてくれました。
　「きょう、神の声を聞くなら、神に心を閉じてはならない」（詩編95）と聖書にあります。若者の夢は、神が私たちに与えてくださる夢で
す。若者の叫びをとおして、神は私たちに語りかけてくださいます。
　ドン・ボスコは若者に「私はきみたちと共にいる」と繰り返しました。若者の皆さんは、夢や希望、悩みや不安、皆さんの生き方を
どうぞ分かち合ってください。若者の生きた言葉に耳を傾けましょう。「若者と共に生きる」ことによって、私たちサレジオ家族は、生か
されていくのです。

2016年1月1日　神の母聖マリアの祭日に

サレジオ家族の皆様へ

2015 年 8 月 15 日、SYM DON BOSCO 2015 にて。コッレ・ドン・ボスコへ徒歩で向かう若者たち。Photo by ANS

26 News ● チマッティ神父帰天50周年

22 サレジアンNow ● ミカエル・モスカ神父 100歳おめでとうございます！

13 ドン・ボスコ生誕200周年ニュース ダイジェスト版
全国の200周年関連イベント報告

4 特集 ●  SYM JAPAN始動！ ～新たな出発～

マリオ 山野内 倫昭　やまのうち・みちあき

1955年大分県佐伯市生まれ、60歳。8歳の時、家族とアルゼンチンへ移住。29歳で司祭叙階。アルゼンチン
の哲学院で哲学、社会学などを教え、司牧担当・院長・アルゼンチンとパラグアイ6管区の修練長を経て、1997
年（41歳）帰国、日本のサレジオ会員として働く決意をする。育英高専・杉並支部院長、調布サレジオ神学院
院長、副管区長・サレジオ家族担当・養成担当を務め、2014年12月より日本管区長。趣味はギター演奏。

18 インタビュー ● ドン・ボスコの教え子たち
漆畑修さん from 静岡サレジオ幼稚園・小学校

DB200
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SYM JAPAN
始動!

２
０
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５
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。
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世
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の
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レ
ジ
オ
青
年
に
よ
る
青
年

の
た
め
の
大
会
「S

Y
M

 D
O

N
 B

O
S

C
O

 2
0

1
5

」
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開
催
さ
れ
た
。
8
月
16
日
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０
周

年
を
共
に
祝
う
た
め
、
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
に
世
界
中
か
ら

若
者
が
集
い
、
こ
の
日
本
か
ら
も
18
人
が
参
加
し
た
。
大

会
後
、
そ
の
参
加
者
た
ち
を
中
心
に
、
日
本
で
も
本
格
的
に

「
Ｓ
Ｙ
Ｍ
」
が
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動
。
世
界
の
サ
レ
ジ
オ
青
年
と
出
会
い
、

共
に
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ご
し
た
7
日
間
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ら
は
何
を
思
い
、
何
を
感
じ

た
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だ
ろ
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Ａ
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迫
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Ｓ
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Ａ
Ｎ
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Ｓ
Ｙ
Ｍ
と
は
、Salesian Y

outh 

M
ovem

ent

（
サ
レ
ジ
オ
青
年
運
動
）

の
略
で
、
サ
レ
ジ
オ
青
少
年
司
牧
に
か

か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
若
者
の
運
動
で
あ
る
。
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
サ
レ
ジ
オ
家
族
の
グ

ル
ー
プ
が
共
に
こ
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　

SY
M

 D
O

N
 B

O
SC

O
 2015

は
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０
周
年
の
祝
い
に

あ
た
っ
て
世
界
の
サ
レ
ジ
オ
青
年
が
集
ま

り
、
出
会
い
と
交
流
を
通
し
て
ド
ン
・
ボ

ス
コ
が
若
者
に
望
ん
で
い
た
「
神
と
共
に
い

る
喜
び
、
仲
間
と
共
に
い
る
喜
び
を
生
き

る
」
こ
と
を
体
験
す
る
若
者
の
大
会
で

あ
る
。
世
界
54
か
国
か
ら
5
千
人
以
上

が
参
加
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
こ
の
機
会
に
初
め
て
Ｓ
Ｙ

Ｍ
に
参
加
。
大
会
開
催
期
間
に
合
わ
せ

て
、
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
（
大
会
参
加
）、

ア
ッ
シ
ジ
、
ロ
ー
マ
を
巡
る
12
日
間
の
サ
レ

ジ
オ
青
年
巡
礼
が
企
画
さ
れ
、
18
～
30

歳
の
若
者
18
人
・
司
祭
２
人
・
リ
ー
ダ
ー

1
人
の
計
21
人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
「L

IK
E
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IT

H
 

F
O

R

」。
こ
れ
は
、
２
０
１
５
年
の
サ
レ

ジ
オ
家
族
の
年
間
目
標
（
ス
ト
レ
ン
ナ
）

で
も
あ
る
「L

IK
E

 D
O

N
 B

O
SC

O
, 

W
IT

H
 T

H
E

 Y
O

U
N

G
, F

O
R

 

T
H

E
 Y

O
U

N
G

」（
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
よ

う
に
、
若
者
と
共
に
、
若
者
の
た
め
に
）

か
ら
と
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
大
会
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
の
テ
ー
マ
を
深
め
て
い

き
、
仲
間
と
分
か
ち
合
い
、
祈
り
、
活

動
を
共
に
し
た
。

　

ま
ず
は
こ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
12
日
間
の

恵
み
を
こ
こ
で
分
か
ち
合
い
た
い
。

12日間の巡礼を終えて、帰路に就く。
機内から見た夕焼け。

～新たな出発～

SYM
JAPAN
始動!

～新たな出発～
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サレジオ青年巡礼に参加して

チマッティ神父ゆかりのヴァルサリチェ学院の体育館で、
南アフリカ・タイ・フィリピンの若者と1週間の寝袋生
活がスタート。何がすごいって、いびきが……（笑）揃い
のリュックも配られ、気分は上々！

イタリア、到着。
この日のゲストはサレジアン・シスターズのイヴォンヌ
総長。イタリアはじめオーストリア、メキシコ、ポルト
ガル、韓国などたくさんの仲間と交流、写真も撮りまく
り！　夜のSYM Partyでは浴衣が大好評でした。

たくさんの出会い。

バスでカステルヌォヴォへ移動し、ドン・ボスコが受洗
した教会などを巡礼。そして雨の中、ドン・ボスコ生誕
の地＝コッレ・ドン・ボスコへと5km歩きました！　雨
のため、野宿の予定が急遽室内で寝泊。

いざ、コッレへ！
午前中の学びとミサ後、サレジオ会のフェルナンデス総
長との記念撮影に成功！　サインももらっちゃいました
♡　午後はドン・ボスコの部屋（カメレッテ）を巡礼。夜
にはトリノ市街も散策しました。

総長と記念写真！

あいにくの雨でしたが、無事パウロ6世ホールで教皇フ
ランシスコに初対面！　サン・ピエトロ大聖堂ではラテ
ン語のミサにあずかりました。夕食後はスペイン広場や
トレヴィの泉、ジェラートを堪能♡

念願の教皇謁見！
山野内管区長がお出迎え！　本当にたくさんの方に支え
られた巡礼でした。参加者のみんな、日本でお祈りくだ
さった方、イタリアでお世話になった方、見守ってくだ
さった神様、ドン・ボスコに感謝！

感謝のうちに、帰国！

この12日間は人生の中でいちばん充実して

いたし、輝いていたかなと思える時間でした。

普通若い人って遊ぶことばかり考えているけ

ど、ここに来て会う人はみんな神様のことを

考えて、ドン・ボスコを慕っていることに驚いた……！

真面目な若者もたくさんいて、今の世も捨てたもん

じゃないね！

毎日写真でしか見たことないような教会を巡っ

て、何百年も前にこんなすごいものを造って

お祈りしていたんだと感動しました。教会にいる周り

の仲間や友達に、少しずつでもドン・ボスコのような

対応ができるように変われたらいいなと思いました。

キリスト教がこんなに勢いのある宗教だとは

思わなかった！　世界中から人が集まって一緒

に盛り上がってお祝いするだけのパワーがあるんだ

と、すごく驚きました。

こんなに毎日お祈りしたいと思ったことが今

までなかったので、自分にとって大きな変化

が起きた日々だったのだと思います。日本語ミサの

時、不思議と「ああ、楽しいミサだな」って思えま

した。こんなに密接にキリスト教とかかわれて、嬉し

かったです。

正直、最近は巡礼に参加することとか、クリ

スチャンだって周りに言うことが恥ずかしいと

思い始めていました。この巡礼に行くことを友達に

言った時も、「ガチ勢
ぜい

だね」って言われたりして（笑）

でも、世界中の人が集まっているのを目の当たりにし

て、クリスチャンであることが幸せだなって思えたし、

教会に通っていてよかったなと思っています。

ドン・ボスコゆかりの地を巡りましたが、ドン・

ボスコの言葉どおり、ドン・ボスコは若者のた

めに生き、学び、働き、命をかけて愛し、守り導い

たことを感じることができました。偶然の出会いでは

ありましたが、サレジオ会の教会に招かれたこと、ド

ン・ボスコを通してキリストと出会い、育まれたことに

とても感謝しています。

日曜学校のリーダーを理由に部活を休む時、

「教会で何やってるの？」って聞かれることが

多いんです。私が「ミサやって、お勉強して、遊ん

でる」と答えると、「ただ遊んでるんだ」というイ

メージをもたれます。だから、最近はどうして教会

に行ってるのかなということばかり考えていました。

だけど、今回イタリアに行ってドン・ボスコのことを深

く学ぶうちに、日曜学校で子どもたちと一緒に遊んで

いる意味を感じることができたと思います。

この一体感を味わって終わりにするのではな

く、またこの感覚を味わうことができるよう

に、自分にできること、巡礼の参加者としてできるこ

とを考えていきたいです。

早朝、お世話になったヴァルサリチェ学院を後に、バス
で6時間をかけて中世の街、アッシジへ。サンタ・マリ
ア・デリ・アンジェリ教会と旧市街を巡り、夜は誕生日
を迎えたメンバーのお祝いをしました！

さらば、トリノ。

夜10時、期待と不安でいっぱいの参加者たちが羽田空
港に集合。たくさんの人に見送られて真夜中0時半、日
本を出発！ ドバイ経由で約22時間をかけてイタリアへ。
現地で3人の仲間と合流しました。

では、いってきます！9日10日
午前中はこの壮大な会場で5千人の若者とテーマを深め
ミサにあずかります。午後はトリノを巡礼。この日はド
ン・ボスコとバルトロメオ・ガレッリが出会ったアッシ
ジの聖フランシスコ聖堂に行きました。

これが世界大会……！

日付が変わる真夜中、フェルナンデス総長たってのお誘いで広場に出てみると……雨にもかかわらずこの盛り上がり！　
世界中の仲間と歴史的瞬間を祝いました。翌朝はどんよりとした空から、気づけば晴天に。神様の祝福を感じる感動的な
閉会ミサとなりました。終わりには教皇フランシスコとの生中継というビッグサプライズも！　これ以上ないほどの恵み
を受けた1日でした。

ドン・ボスコ、200歳おめでとう！！
ヴァルドッコ地下・聖ペトロ聖堂でゆるしの秘跡を受け、
扶助者聖マリア大聖堂にてミサにあずかりました！　午
後はトリノの中心部に繰り出し、双子教会やドゥオーモ
を巡り、お買い物も楽しみました♪

トリノを満喫。

サン・フランチェスコ大聖堂、サンタ・キアラ聖堂、サ
ン・ルッフィーノ教会を巡礼。美しきアッシジに別れを
告げ、夕方ローマに到着。市街を散策し、夜のラテラノ
大聖堂やコロッセオを楽しみました。

アッシジからローマへ。
サクロ・クオーレ大聖堂と資料館にてドン・ボスコの部
屋や聖遺物を見学。空港に向かうバスの中と、経由した
ドバイ空港でも分かち合いをして、夢のような日々を振
り返りながら帰路につきました。

あっという間の最終日。

SYM
JAPAN
始動!

～新たな出発～

Italy
Turin

Rome

Assisi

SYM DON BOSCO 2015
in トリノ＋ アッシジ ＋ ローマ

2015 8/9 ～ 8/21
Our journey of 12days!

11日12日

13日 14日 15日 16日

17日18日19日20日21日

12日間の
 僕らの旅!
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～イタリア巡礼の灯～
ＳＹＭの衝撃

8月16日、大会最終日の閉会ミサの様子。
1万人近くの若者たちで埋め尽くされたコッレ・ドン・ボスコ前。
前日からの雨雲は去り、祝福するかのように晴れ間がのぞく。

ドン・ボスコが生を受け、 学び、 青少年と共に過ごし、 最期を遂
げた場所─イタリア・トリノ。 そこで目にした光景、 感じた空
気、 出会った人びとに、 参加者たちは感動の連続だったという。
とりわけ彼らの心に強く響いた、４つの衝撃の出来事に迫る！

フェルナンデス総長との出会い

会場に入ると、若者に混ざって一般席に座り、

参加者たちと握手をするフェルナンデス総長

の姿が！　その親しげなサレジオ会らしい雰囲

気と、 総長の大きな手から伝わる優しさに心

を奪われた♡　大会中は何度も総長に会うこ

とができ、13日のミサの終わりには一緒に記

念撮影も。コッレ・ドン・ボスコには、ジャージ

姿で登場！　たくさんの若者たちに声をかけ、

笑顔をみせてくれた。

3
そんなところに
座っているの！？

激動の地・シリアの青年たちの思い

内戦や空爆、難民問題で揺れるシリアから命

をかけてやってきた青年たちと出会った。彼

らは「イスラムの武装勢力と100ｍしか離れ

ていないところに住んでいる」「国外に出て、

巡礼に参加できただけでも“奇跡”なんだ」と

語りながらも、不思議とこれからのことはさほ

ど心配していなかった。「もちろん、いろいろ

な覚悟はしている。でも、神様のご計画のう

ちにここへ来ているという思いがある―」。

4
「参加できたことが

“奇跡”なんだ」

壇上での司会進行やスピーチ、オーケストラ、

コーラス、劇や踊りなどのさまざまなパフォー

マンス。大会のあらゆる場面で活躍を果たし

ていたのは、 すべてイタリアをはじめとする

同世代の若いスタッフたち！　大人たちはサ

ポート役に回り、SYMを支えていたのだ。彼

らの懸命な姿に触発され、 心動かされる日本

の参加者たち……イタリアには負けてられな

い！と、決意を新たにしたのであった。

2
壇上に若者しか

いない！？
SYM現地スタッフの

主体性

会場に入る前から至るところで踊り、 大声

で歌い、「サレジアーノ バッティーレ マーニ！

（サレジオ家族なら手を叩こう）」と、拍手や

コールを響かせていた世界の若者たち。場内

はさらに熱気を帯びて、まさにライブ会場のよ

うだった！　しかし、ミサになると空気は一変。

静寂に包まれる中、5千人が一体となって祈り

をささげ、メリハリをもって喜びを分かち合う

世界のサレジオ青年の姿がそこにあった。

1
よく踊り、よく歌い、

よく祈る！
世界のサレジオ青年の

“喜び”の分かち合い方

SYM
JAPAN
始動!

～新たな出発～
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あなたも
SYM JAPANに
参加してみませんか！

SYM JAPANとは、日本においてドン・ボスコの呼びかけに

応え、若者らしい生き生きとした活動を目指す青年の集まり。

小教区の活動、学校関係の活動、国際ボランティア活動、霊

性センターでの活動など、それぞれの活動を大切にしながら、

次の3つの目的をもって互いのつながりを生かしていくムーブ

メントです。

 　1．国籍、文化を超えて交流の輪を広げる

 　2．共に楽しみ、祈り、喜びを分かち合う

 　3．ドン・ボスコの価値観を大切にし、
　 　　それぞれの道を見つける

各グループの枠を超えた「SYMの集い」やその他の活動があ

り、この運動に興味のある18 〜 30歳の青年（グループ）は

誰でもメンバーになることができます。その他の活動

「誰かのために」を目的とした活動と

その振り返りを大切にしています。

ボランティアなどの奉仕活動

教会訪問、中高生の集いなどの企画

黙想会、勉強会、巡礼など

SYMの集い
サレジオ青年の交流を目的としています。

　● 開催：2か月に1回、土曜日17：00 〜
　　　　 次回2016年3月12日（土）

　● 場所：東京・赤羽
　　　　 サレジアン・シスターズ修学院

　● 内容：ミサ、食事、スポーツ

年に1回、「Salesian Youth Day」として、

夜間巡礼や合宿などのイベントを行います。

SYM JAPANの紹介

SYM 支援のための
ご寄付のお願い

活動支援のため、ご協力をお願いいたしま
す。下記の振込口座まで（または本誌とじ
込みの振込用紙にて）ご寄付をお願い申し
上げます。

【郵便振替】
口座番号　00100-7-412947
加入者名　「ドン・ボスコの風」編集事務局
※通信欄のご寄付意向にチェックを入れて、
ご寄付金額を明記ください。

SYM
JAPAN
始動!

～新たな出発～

　

サ
レ
ジ
オ
青
年
巡
礼
に
参
加
し
た
青
年
た
ち
は
、
帰
国
後
、
自
ら
が
ス
タ
ッ

フ
と
な
り
、
Ｓ
Ｙ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
発
足
。
イ
タ
リ
ア
で
受
け
た
多
く
の
恵
み
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
の
サ
レ
ジ
オ
青
年
に
よ
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
５
年
11
月
23
日
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ド
ン
・
ボ

ス
コ
生
誕
２
０
０
周
年
記
念
閉
幕
イ
ベ
ン
ト
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｓ
Ｙ
Ｍ
青
年

の
主
張
！
」
で
、
Ｓ
Ｙ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
公
に
宣
言
。
数

人
の
ス
タ
ッ
フ
と
Ｓ
Ｙ
Ｍ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
構
成
す
る
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
壇

上
に
あ
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
こ
れ
ま
で
の
体
験
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
を
、

５
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
と
分
か
ち
合
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
登
壇
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
サ
レ
ジ
オ

青
年
の
中
心
と
し
て
活
動
す
る
彼
ら
の
熱
い
想
い
を
紹
介
し
よ
う
。

私が思うサレジオ青年の

よさは、心優しく穏やか

でありながらも活気のあ

るところです。そんな若者

とSYM JAPANを通して

かかわることで、「サレジオでよかったなあ」
「カトリックでよかったなあ」と感じ、それぞれ

の使命を見つけてもらえたらと思います。とは

いえ、SYM JAPANはまだまだ手探り状態で

す。だからこそ、これから形にしていくワクワ

ク感があります。このワクワク感もまた、多く

の人と分かち合っていけたらと思います。
（SYMスタッフ・DBVG・小教区　武井利徳さん）

VIDESは、苦しみの中で

も愛を訴えたドン・ボスコ

を模範とし、国際的に活

動するボランティアグルー

プです。私はそんなドン・

ボスコの姿から、「羊のために命を捨てる」イ

エスの姿を感じています。ドン・ボスコは晩年

の苦しみの中で、Studia di farti amare＝

「愛されるように努めなさい」と呼びかけまし

た。私たち青年は、今こそこの言葉を思い起

こし、若い活力を大いに使って、国境を越

え、彼の呼びかけに答える使命を果たしてい

きましょう。（VIDES　山田真人さん）

日曜学校でいつも大切に

しているのは、共にいるこ

とです。シンポジウムでは、

「ドン・ボスコの精神はア

システンツァにある」とい

う思いで活動している他グループの青年と話

ができ、私も「もっと共にいて愛を伝えよ
う」と心を新たにすることができました。どん

なところにも愛に飢えている子どもはいます。

SYM JAPANを通して多くの人が出会い、語

り、遊び、学び、食事をして……共にいてた

くさんの愛を感じてもらえたらと思います。
（SYMスタッフ・DBVG・小教区　入山太郎さん）

碑文谷教会の青少年活

動では、 ①アシステン

ツァ　②学校や家庭では

体験できない場をつくる

ことを大切にしています。

日本において、若者が集まって共に祈るなど、

教会以外ではなかなかできないことだからで

す。教会やその活動は、しがらみを感じるこ

となく人付き合いができる得難い場であると考

えます。私自身多くの恵みを受けた青少年活

動が、若者にとって“帰ってきたい場所”とな
るように、これからもサポートしていきたいで

す。（DBVG・小教区　李 承埈さん）

望洋庵は祈りと聖書を通

して神様と出会い、望洋

庵を訪れる人とのかかわ

りの中でさまざまな信仰

や生き方と出会い、青年

が豊かな人生を歩む一助になるよう活動を続

けています。訪れる人と一対一の誠実なかか

わりができるように、人と人との中心に神様
をおいた活動ができるように、「何のために」

望洋庵にいるのかを日々分かち合いながら活

動を続けていきます。どうか神様が私たちの

歩む道を照らしてくださるようにお祈りくださ

い。（望洋庵運営スタッフ　鈴木和人さん）

巡礼中、世界の仲間と共

に歌って踊って喜びを分

かち合いながら、「日本の

若者にも、こんなふうに

心の底から信仰の喜びを

感じてもらえたら……」と何度も思いました。

帰国後は、早く全国各地に潜む日本のサレジ
オ青年を目覚めさせたい！と、そればかりを

考えています。今は東京近辺での活動が主で

すが、これからは静岡や京都、大阪、大分、

宮崎など、すべての地域の青年とつながっ

て、SYM JAPANを盛り上げていけたらと思っ

ています。（SYMスタッフ　遠藤ゆりえさん）

今
、

僕
た
ち
に

で
き
る
こ
と
。

サ
レ
ジ
オ
青
年
の

主
張
を
紐
解
く

〈運営スタッフ〉
代表青年

〈同伴司祭〉
三島心神父

浦田慎二郎神父

SYM JAPANへの参加に興味のある
青年 （グループ） はぜひご一報を！

ID：@pzs3581nで検索、
友達に追加してね！

　SYM事務局　symjapan@salesians.jp

望洋庵 青年黙想会

学生の集い

VIDES

教会学校
リーダー活動

教会訪問・
交流

DBVG

若手
教職員

ボランティア
活動

SITEC

キリスト教
研究会

聖書の
分かち合い

同窓生の
集い

SYMの集い

公式LINE@アカウント
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「若者と共に生きる」とは？

ダイジェスト版 B I C E N T E N A R Y  O F  B I R T H  N E W S

2015年８月16日のドン・ボスコ生誕200周年を祝って、日本各
地で記念イベントが行われ、11月23日には東京カテドラルで盛大
な閉幕イベント＆ミサを開催。Facebook「ドン・ボスコの風」で
お伝えした中から紹介します。　（誌面の都合で紹介できなかった皆さん、ゴメンなさい！）

ドン・ボスコ ニュース

文・写真 ●  各地より提供

Happy Birthday! Don Bosco

From Salesian Family in JAPAN

8/16
2015

200th

200th

▲サンシティ聖母幼稚園（東
京板橋・7月）／子どもたちと

「ひまわり」のステキな動画を届けてい
ただきました！　ありがとう☆

200th

◀ドン・ボスコ
生誕200周年

実行委員会（東京四
谷・6月）／ 2013年
からサレジオ家族が集
まって会議を重ねてきま
した。ファミリーの絆も
深まってきましたね！

200th

▲カリタスの園（宮崎・
8月） ／ 佐 世 保 銘 菓

「九十九島せんぺい」のドン・
ボスコ200周年バージョン！

200th

▲イエスのカリタス修道女会管区本部（東京杉
並・8月12日）／ SYMイタリア巡礼中の青年

たちへ、中庭のひまわりと一緒にエールを送りまーす！

200th

▲カトリック水主町教会青年会の皆さん（長崎大村・8月）／水主町教会青年会
は10人弱と少ない人数ですが、ドン・ボスコの生き方にならい、青年の輪を広げよ

うと「200人で写真を残そう！！」というチャレンジに挑戦。たくさんの笑顔に出会えました♪
さらに青年の輪が広がることを願っています。

200th

◀カトリック碑文
谷教会（東京目

黒・8月16日）／ドン・
ボスコ生誕200周年記
念ミサが盛大にささげられ
ました。この日配布され
た碑文谷教会の教会報

「FONS」DB200記念
特別号は、ドン・ボスコ
の生涯・教育・霊性が
よくまとめられていて、碑
文谷教会広報委員会の
皆さんの力作です！

200th

◀聖ヨゼフ寮（大分中津・8
月16日）／ドン・ボスコへの

誕生日プレゼントとして、シンボルフラ
ワーであるひまわりの種蒔きセレモニー
をしました。

200th

▶サレジアニ・コオペラトーリ（東京調布・8月16日）／調布教会での主日ミサ
の後、神学院で岡神父様と共に祈りと聖歌によるお誕生会を開催。共同祈願は

ドン・ボスコへの想いや感謝をカードに書いて読み上げ、俳句を詠んだ人も。先立つ1
週間前には３日間の祈り「この母にして、この子あり」を神学生と合同で毎日行いました。

You are called
SYM
JAPAN
始動!

～新たな出発～

私
は
サ
レ
ジ
オ
会
の
学
校
で
、
聖
母
マ
リ

ア
を
愛
す
る
こ
と
、
美
し
い
こ
と
、
働
く

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
、
共
に
働
く
こ
と
の
美

し
さ
へ
導
き
ま
し
た
。
教
育
に
よ
っ
て
、

働
く
技
術
を
教
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

す
べ
て
を
与
え
ら
れ
る
神
の
恵
み
を
と
お

し
て
、
若
者
を
喜
び
に
導
き
ま
し
た
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
恐
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
街

に
出
て
、
通
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
若

者
た
ち
の
た
め
に
、
リ
ス
ク
の
あ
る
決
断

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
０
１
５
年
６
月
21
日
、

イ
タ
リ
ア・ト
リ
ノ
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
に
て
）

「貧しい若者たちのために、
   リスクのある決断をしてください」

教皇フランシスコ

Pope Francis

「収穫の時…若者と共に!」

サレジオ会東アジア・オセアニア地域顧問

ヴァツラフ・クレメンテ神父

２
０
１
５
年
の
サ
レ
ジ
オ
家
族
年
間
目
標

（
ス
ト
レ
ン
ナ
）「
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
よ
う
に
、

若
者
と
共
に
、
若
者
の
た
め
に
」
は
、
私

た
ち
が
若
者
と
共
に
生
活
し
、
計
画
を

立
て
、
働
く
と
い
う
挑
戦
で
す
。
私
た
ち

の
日
常
に
も
っ
と
若
者
を
受
け
入
れ
ま
し

ょ
う
。
若
者
た
ち
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

彼
ら
の
ニ
ー
ズ
や
疑
問
を
私
た
ち
の
共
同

体
の
祈
り
に
加
え
、
若
者
の
リ
ー
ダ
ー
を

共
同
体
の
食
事
、
祈
り
、
分
か
ち
合
い
に

招
き
ま
し
ょ
う
。
生
活
を
若
者
に
向
け
て

開
く
な
ら
、
若
者
の
生
活
の
中
に
神
を
見

い
だ
し
、
サ
レ
ジ
オ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る

若
者
の
役
割
の
重
要
性
を
、
よ
り
いっ
そ

う
確
信
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
２
０
１
５
年
９
月
１
日
、
Ｅ
Ａ
Ｏ
ボ
ナ
ノ
ッ
テ
よ
り
）

Fr.Václav Klement

「あなた自身を贈り物にしよう」
ド
ン
・
ボ
ス
コ
は
今
日
こ
こ
に
い
る
若
者
の

皆
さ
ん
に
、
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
。「
私

た
ち
は
皆
さ
ん
を
信
じ
て
い
る
。
自
分
の

人
生
の
真
の
主
役
で
あ
り
な
さ
い
。
誠

実
な
市
民
、
善
良
な
キ
リ
ス
ト
者
に
な

り
な
さ
い
。
こ
の
現
代
世
界
と
向
き
合

い
、
正
直
に
、
人
に
は
公
正
で
、
誠
実

に
働
き
な
さ
い
。
苦
し
む
人
、
恵
ま
れ
な

い
人
、
自
ら
を
守
る
す
べ
の
な
い
人
に
あ

わ
れ
み
深
い
心
を
も
つ
よ
う
に
」
と
。
世

界
中
の
何
千
何
百
万
も
の
若
者
た
ち
が
、

皆
さ
ん
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
与
え
る

こ
と
、
自
分
自
身
を
贈
り
物
に
す
る
こ

と
が
、
サ
レ
ジ
オ
の
若
者
の
生
き
方
で
す
。

（
２
０
１
５
年
８
月
13
日
、

S
Y

M
 D

on B
osco 2015 

イ
タ
リ
ア・ト
リ
ノ
に
て
）

Fr.Ángel Fernández Artime
サレジオ会総長

アンヘル・フェルナンデス・アルティメ神父

今の世の中で、ドン・ボスコのように「若者と共に生
きる」とは、どういうことなのだろうか？　ドン・ボ
スコの生き方にならい、今、多くの人びと・若者を導
く３人の呼びかけを、しっかりと胸に刻みたい。
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200th

▲カトリック浜松教会（静岡浜松・8月）／ドン・ボスコ生誕200
周年記念ミサに聖堂は400人以上の皆さんの熱気に包まれ、青年

たちによるドン・ボスコの劇など盛りだくさんのイベントを楽しみました。

200th

▶ADMA扶助者聖マリ
アの会イタリア巡礼（8

月1～11日）／トリノで行われた
「扶助者聖マリア第7回国際大
会」には世界40以上の国から
1200人 以 上が集まりました。
日本グループは浴衣を着て奉納
行列に参加。サレジオ家族の大
きなつながりを実感した旅でした。

200th

▲目黒星美学園小学校（東京・10
月）／「ドン・ボスコといっしょにチャ

レンジ200！」と題し、子どもたちが学校や
日常生活で200項目のよい事にチャレンジ。
10月は毎朝300人の児童がロザリオの祈
りを聖母マリアにささげました。

200th

◀ドン・ボスコ
音頭（8月）／

前田智晶シスター作の
「カリタス音頭」をもとに
「ドン・ボスコ音頭」が
完成！音源と振り付け
見本をYouTubeで検
索して、ぜひ一緒に踊
りましょう♪

200th

◀聖マリア幼稚園（千葉・9月）
／全園児でマリアさまの月の5月

半ばにひまわりの種を蒔き、3種類のひ
まわりが咲きました。ひまわりの絵を胸
に、みんなでドン・ボスコにおめでとうの
祈りを捧げました。ドン・ボスコばんざー
い！

Happy Birthday! Don Bosco

From Salesian Family in JAPAN

200th

200th

（東京カテドラル・11月23日）／関東近
郊だけでなく日本各地からサレジオ家族とド

ン・ボスコを知る1500人以上が集合。各団体
による温かい食べ物の提供や紙芝居、劇、演
奏、マジックなどのイベントで大にぎわい。とくに
若者たちが大活躍してくれました。閉幕ミサは岡
田大司教主司式で行われ、駐日教皇大使のジョ
セフ・チェノットゥ大司教、サレジオ会東アジア・
オセアニア地域顧問のヴァツラフ・クレメンテ神
父ほか司祭約40人が共同司式。サレジオ家族
関係各学校の合唱部、聖歌隊、吹奏楽、ダン
ス、ハンドベル、イエスのカリタス修道女会スモー
ルクワイアによる聖歌隊で盛大に捧げられました。

200th

▲サレジアン・シスターズ
（東京赤羽・8月16日）

／ドン・ボスコの200回目の誕
生日を世界中のみんなとお祝い
しよう！ということで、朝からバー
スデーケーキ作りに励み、祈り
のひと時を過ごしました。

200th

▲ドン・ボスコくん200kmチャレンジウォーク（4～8月）／ 200
周年ということで、ドン・ボスコくん・青年Fくん・サレジオ会のS神

父が、日本橋から福島県の白河の関まで200kmを5回に分けて完歩！　
照りつける日差しと粉塵で全身真っ黒、足を棒にしながらも、田園風景と
宇都宮餃子に癒され、ゴールでは白河カトリック幼稚園の子どもたちとカリタ
ス会のシスターから金メダルと花の首飾りが授与され大感激！　神様のこと、
人生のことを思いながら、ドン・ボスコくんと共に歩いた200kmでした。

200th

◀サレジオ教職員巡礼
（ イタリア・8月19～

29日）／ドン・ボスコが少年
時代を過ごした家「カゼッタ」
前で。教育者ドン・ボスコの生
き様に触れ、参加した教職員
の皆さんの心は燃えています！

2015

11/23

ドン・ボスコ生誕200周年
閉幕イベント&ミサ

@東京カテドラル

1500人以上の感謝と賛美の祈り…

パンフレットと記念品が配られました ドン・ボスコくんと記念撮影！ 星美短大生作の顔出しパネルで記念撮影 教会有志やサレジオ家族による食事提供

各団体の販売コーナー、ドン・ボスコ市場 星美短大生によるドン・ボスコ紙芝居 VIDES青年有志によるドン・ボスコの劇 ぬり絵コーナーも子どもたちで盛況

Fr.Mickeyのゴスペル・マジックショー SYM サレジオ青年たちのトークが熱い！ 星美学園中高ダンス部の演舞 星美&目黒星美の合同聖歌隊と吹奏楽

ドン・ボスコの言葉を胸に刻んで祈る 喜びの種をまき続けましょう！サレジオ中学校のハンドベル演奏 旗や記念シンボル「ひまわり」も奉納
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困
難
に
直
面
す
る
地
震
被
災
地
の
復
興

　

２
０
１
５
年
４
月
の
大
震
災
後
、
ネ

パ
ー
ル
で
は
政
治
や
宗
教
の
対
立
が
続

き
、
復
興
支
援
組
織
が
円
滑
に
機
能
で

き
ず
復
興
が
遅
れ
て
い
る
。
９
月
に
よ

う
や
く
発
布
さ
れ
た
新
憲
法
は
、ネ
パ
ー

ル
を
非
宗
教
的
連
邦
国
家
と
定
め
国
民

の
大
多
数
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
一
方
、

一
部
の
国
粋
主
義
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
死

傷
者
が
出
る
ほ
ど
の
抗
議
行
動
や
、
教

会
の
焼
き
討
ち
事
件
な
ど
緊
張
が
続
い

て
い
る
。
支
援
が
行
き
届
か
な
い
山
間

部
被
災
地
へ
の
救
援
活
動
を
続
け
る
サ

レ
ジ
オ
会
の
「
ド
ン
・
ボ
ス
コ
救
援
チ
ー

ム
」
は
幸
い
被
害
を
免
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
宣
教
事
務
局

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
ナ
ム
パ
ラ
ン
ピ
ル
神
父

は
「
王
政
が
廃
止
さ
れ
、
民
主
主
義
に

よ
っ
て
統
治
し
、
少
数
派
を
尊
重
し
つ
つ

民
意
を
築
く
な
ど
、
ネ
パ
ー
ル
に
と
っ
て

新
し
い
動
き
が
良
い
方
向
に
向
か
う
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
」
と
語
る
。
キ
リ
ス

ト
者
は
人
口
の
0.5
％
で
教
会
は
宗
教
組

織
と
し
て
登
録
も
で
き
な
い
が
、
ド
ン
・

ボ
ス
コ
救
援
チ
ー
ム
の
ジ
ジ
ョ
・
ジ
ョ
ン

神
父
は
若
い
建
設
作
業
員
の
技
術
研
修

な
ど
、
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

エ
ボ
ラ
と
の
闘
い
の
ヒ
ー
ロ
ー

　

サ
レ
ジ
オ
会
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
総
長

は
じ
め
世
界
中
か
ら
の
支
援
を
受
け
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
エ
ボ
ラ
孤
児
セ
ン
タ
ー

は
長
期
間
に
わ
た
る
エ
ボ
ラ
と
の
闘
い

の
末
、
よ
う
や
く
学
校
と
し
て
再
開
す

る
と
、
西
ア
フ
リ
カ
英
語
圏
管
区
長
ホ

ル
ヘ
・
ク
リ
サ
フ
リ
神
父
は
語
っ
た
。
親

を
な
く
し
、
セ
ン
タ
ー
で
心
身
の
ケ
ア

を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
親
戚
や
里

親
の
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
る
。
「
サ
レ

ジ
オ
会
と
し
て
今
後
３
年
間
、
引
き
取

ら
れ
た
家
庭
と
子
ど
も
の
支
援
を
行
い
、

学
校
へ
通
っ
て
い
る
か
、
幸
せ
か
ど
う
か

確
認
」
し
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
す

る
。
「
若
者
、
医
師
、
看
護
師
た
ち
こ

そ
、エ
ボ
ラ
と
の
闘
い
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

と
く
に
Ｓ
Ｙ
Ｍ
サ
レ
ジ
オ
青
年
運
動
の
メ

ン
バ
ー
は
真
っ
先
に
奉
仕
し
、
通
り
や
市

場
で
チ
ラ
シ
を
配
り
、
コ
ン
ト
や
歌
で

予
防
知
識
を
広
め
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
で

流
れ
た
エ
ボ
ラ
撲
滅
ソ
ン
グ
は
Ｓ
Ｙ
Ｍ
の

歌
で
し
た
。」

50
年
間
の
孤
立
を
耐
え
、

交
わ
り
回
復
の
時

　

１
９
３
９
年
サ
レ
ジ
オ
会
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
の
活
動
を
開
始
し
た
が
、
政
治

情
勢
の
影
響
を
受
け
、
過
去
50
年
間
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０
周
年
に
力
づ

け
ら
れ
、
今
ミ
ャ
ン
マ
ー
準
管
区
は
、
サ

レ
ジ
オ
世
界
や
全
教
会
と
の
交
わ
り
を

回
復
し
つ
つ
あ
る
。
４
つ
の
養
成
支
部
と

７
つ
の
活
動
拠
点
が
あ
り
、
会
員
数
や

事
業
も
徐
々
に
拡
大
。
貧
し
く
危
険
に

さ
ら
さ
れ
た
若
者
の
た
め
、
各
地
に
小

規
模
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

６
人
の
若
い
修
道
士
が
活
躍
し
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
管
区
と

協
力
し
、
神
学
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

留
学
、
韓
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

SFN世界の

サレジオ家族
ニュース

World Salesian Family NEWS

け
入
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
の
養
成
や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
宣
教

師
の
派
遣
な
ど
連
携
交
流
に
努
め
て
い

る
。
ミ
イ
キ
イ
ナ
の
同
窓
会
の
発
足
や
、

マ
ン
ダ
レ
ー
の
ド
ン
・
ボ
ス
コ
パ
ン
工
房

の
開
所
、
サ
レ
ジ
オ
会
文
書
の
ビ
ル
マ
語

翻
訳
開
始
な
ど
、
活
動
の
芽
生
え
の
時

期
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
と
闘
う
若
者
た
ち

　

２
０
１
５
年
10
月
、
サ
レ
ジ
オ
会
は
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
国
連
児
童
基
金
の
児
童
保

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
他
の
児
童
保
護
活

動
団
体
と
協
働
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ

め
問
題
に
取
り
組
む
会
議
を
セ
ブ
市
で

開
催
。
２
０
０
人
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
と

１
０
０
校
か
ら
１
０
０
人
の
教
員
が
参
加

し
た
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
養
成
セ
ン
タ
ー
で

司
牧
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
学
生

や
、
サ
レ
ジ
オ
会
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
管
区
の

青
少
年
司
牧
委
員
会
、
Ｓ
Ｙ
Ｍ
サ
レ
ジ

オ
青
年
運
動
、
広
報
部
門
が
会
議
の
成

功
を
支
え
た
。
会
議
の
テ
ー
マ
は「C

trl, 

Shift, D
el: 

サ
イ
バ
ー
・
テ
ィ
ー
ン
、
責

任
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」。
キ
ー
ボ
ー

ド
上
の
コ
マ
ン
ド
を
用
い
て
「
も
の
の
見

方
を
シ
フ
ト
し
、生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

メ
デ
ィ
ア
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
削
除

す
る
こ
と
を
学
ぶ
」
と
い
う
ね
ら
い
だ
。

　

参
加
し
た
若
者
た
ち
は
ネ
ッ
ト
上
の

い
じ
め
に
反
対
す
る
宣
言
文
を
起
草
、

署
名
し
た
。
「
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
は
非

人
道
的
で
許
さ
れ
な
い
行
為
。
私
た
ち

は
サ
イ
バ
ー
・
テ
ィ
ー
ン
、
責
任
あ
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
そ
の
根
絶
の
た
め

に
働
く
。
…
他
者
の
尊
重
、
共
感
、
自

制
、
誠
実
、
思
い
や
り
な
ど
の
価
値
に

根
ざ
し
て
正
し
く
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る

ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。

…
私
た
ち
は
同
じ
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー

の
意
識
を
高
め
、
助
け
を
求
め
る
若
者

の
声
と
な
る
よ
う
献
身
す
る
。（
要
旨
）」

ツ
イ
ッ
タ
ー
の#C

TR
LY

outhC
on

で
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
の
脅
威
の
な
か
で

　

２
０
１
５
年
11
月
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北

西
の
コ
ン
タ
ゴ
ラ
に
サ
レ
ジ
オ
会
の
新
し

い
学
校
が
開
校
し
た
。
広
大
な
砂
漠
地

帯
の
非
常
に
貧
し
い
地
域
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
教
育
の
機
会
が
な
く
、
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
グ
ル
ー
プ
が
支
配
し
て

い
る
。
サ
レ
ジ
オ
会
は
１
９
８
２
年
に

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
入
り
、
技
術
訓
練
校

や
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
教
会
を
開
設
し

て
き
た
が
、
２
０
０
８
年
に
厳
し
い
辺
境

の
地
で
あ
る
北
部
で
も
教
育
司
牧
活
動

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
た
。

２
０
１
４
年
、
３
人
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南

部
出
身
の
サ
レ
ジ
オ
会
員
が
派
遣
さ
れ
、

村
々
を
訪
れ
、
人
び
と
と
の
関
係
を
築

い
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
政
治
的

指
導
者
で
あ
る
地
元
の
首
長
は
、
ド
ン
・

ボ
ス
コ
の
こ
と
や
技
術
訓
練
校
の
こ
と

を
聞
き
、「
ま
さ
に
私
た
ち
が
必
要
と

し
て
い
る
も
の
。
若
者
は
職
業
訓
練
の

機
会
が
な
く
、
仕
事
に
就
け
ず
に
い
る
」

と
目
を
輝
か
せ
、
事
業
に
必
要
な
土
地

を
使
う
許
可
を
与
え
た
。

　

し
か
し
原
理
主
義
に
よ
る
テ
ロ
の
脅

威
は
絶
え
ず
あ
る
。
サ
レ
ジ
オ
会
が
コ

ン
タ
ゴ
ラ
に
来
て
２
週
間
後
、
爆
発
物

を
身
に
付
け
た
少
女
が
学
校
の
入
口
で

自
爆
、
２
人
の
警
備
員
が
犠
牲
と
な
っ

た
。

　

西
ア
フ
リ
カ
英
語
圏
管
区
長
ホ
ル
ヘ
・

ク
リ
サ
フ
リ
神
父
は
、
希
望
を
持
ち
続

け
、
自
由
を
建
設
す
る
歩
み
に
参
加
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
る
。
「
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

眠
れ
る
巨
人
。
政
府
だ
け
で
は
こ
の
巨

人
の
目
を
覚
ま
す
奇
跡
は
起
こ
せ
ま
せ

ん
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
人
び
と
の
一
致
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
対
話
し
、

一
つ
に
な
っ
て
こ
の
奇
跡
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。」

女
性
へ
の
暴
力
に

終
止
符
を
打
つ
た
め
に

　

毎
年
11
月
25
日
は
、
国
連
が
定
め

た
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
の
国
際

デ
ー
」。
世
界
各
地
で
女
性
は
、
兄
弟
・

父
親
・
周
囲
の
男
性
に
よ
る
身
体
的
・

性
的
・
心
理
的
暴
力
の
犠
牲
に
な
り
、

愛
と
人
間
の
尊
厳
を
守
る
生
き
方
と
は

ほ
ど
遠
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

サ
レ
ジ
オ
家
族
は
、
女
性
の
保
護
と

向
上
、
権
利
の
行
使
を
強
く
推
し
進
め

て
い
る
。
た
と
え
ば
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で

サ
レ
ジ
オ
会
は
、
暴
力
の
犠
牲
と
な
っ

た
少
女
た
ち
の
避
難
所
を
運
営
。
少
女

た
ち
は
保
護
を
受
け
見
守
ら
れ
な
が
ら

ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
、
人
生
を
立
て

直
そ
う
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
無
原

罪
の
キ
リ
ス
ト
者
の
扶
け
聖
マ
リ
ア
・
カ

テ
キ
ス
タ
姉
妹
会
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
・
サ
レ
ジ
オ

家
族
の
一
員
）
は
、
コ
ル
カ
タ
の
売
春
宿

へ
の
警
察
の
強
制
捜
査
に
同
行
し
、
女

性
や
少
女
た
ち
を
犯
罪
者
の
手
か
ら
救

い
出
し
て
い
る
。
サ
レ
ジ
オ
会
と
サ
レ

ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
声
は
国
連
機
関

に
も
届
け
ら
れ
、
他
の
団
体
と
協
働
す

る
関
係
を
築
く
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

女
性
が
犠
牲
と
な
る
暴
力
の
悪
循
環
を

断
つ
た
め
、
サ
レ
ジ
オ
家
族
の
さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
ー
プ
が
女
性
の
教
育
、
職
業

訓
練
、
権
利
向
上
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
な
ど
、
世
界
規
模
の
働
き
を
展
開

し
て
い
る
。

World Salesian Family NEWS

ネパール地震被災地は今も困難な状況が続く青年や教員がネット上のいじめ問題について学んだ

エボラ孤児のケアは続けられる

マンダレーのドン・ボスコパン工房のパン

ネ
パ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

ミ
ャ
ン
マ
ー

ロ
ー
マ
本
部

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

ネパール地震被災者
救援活動支援のための
ご寄付のお願い

下記の振込口座まで（または本誌とじ込みの
振込用紙にて）ご寄付をお願い申し上げます。
郵便振替
口座番号　00100-7-412947
加入者名　「ドン・ボスコの風」編集事務局
※通信欄のご寄付意向にチェックを入れて、
ご寄付金額を明記ください。
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私
が
サ
レ
ジ
オ
で
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
う

の
は
、「
い
つ
で
も
神
様
は
見
て
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
よ
」
と
い
う
教
育
で
す
。
辛
い
こ
と

が
あ
る
と
、「
そ
れ
は
神
様
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
の
た
め
に
今
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
、

シ
ス
タ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
自
分
が
ガ
ク
ッ
と
落
ち
込
ま
な
い

こ
と
は
大
切
で
す
し
、
宗
教
は
い
わ
ゆ
る

堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な

心
を
持
ち
な
さ
い
と
い
う
こ
と
は
、
人
生
の

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
役
に
立
ち
ま
し
た
。

医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

私
は
仙
台
の
東
北
大
学
工
学
部
で
都

市
計
画
な
ど
建
築
に
関
す
る
勉
強
を
や
ろ

う
と
、
高
校
の
時
に
決
め
て
い
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
中
、
私
の
叔
父
が
池
袋
に
東
京

初
の
皮
膚
科
専
門
院
を
開
業
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
時
々
叔
父
の
も
と
へ
遊
び
に
行

く
と
、
不
思
議
と
東
京
の
生
活
に
惹ひ

か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
叔
父
に
打
ち
明
け
る
と
、

「
医
学
部
に
入
っ
た
ら
ど
う
だ
」
と
言
っ

て
き
た
ん
で
す
。
初
め
は
と
ま
ど
い
ま
し

た
が
、
結
局
医
学
部
を
目
指
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
東
邦
大
学
に
入
り
、

学
部
生
の
頃
は
小
児
科
の
勉
強
を
し
て

開
業
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
安
田
先
生
と
い
う
方
に
、「
皮
膚
科

に
お
い
で
よ
」
と
の
誘
い
を
受
け
た
ん
で

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
な
の
で
、
恩

返
し
を
し
よ
う
と
思
い
、
大
学
に
残
っ
て

皮
膚
科
へ
入
局
し
ま
し
た
。
医
学
部
は
、

授
業
、
研
究
、
診
察
、
全
部
を
行
い
ま

す
。
多
忙
を
極
め
る
毎
日
で
し
た
。

　

そ
ん
な
折
に
、
皮
膚
科
医
を
し
て
い
た

叔
父
が
急
に
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
叔
父
の
跡
を

継
ぐ
形
で
新
た
に
皮
膚
科
を
オ
ー
プ
ン
し
、

今
こ
こ
で
診
療
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
今
ま
で
の
道
を
振
り
返
る
と
、
神
様
が

「
や
り
な
さ
い
」
と
、
全
部
計
画
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皮
膚
科
で
あ
っ
て
も
、「
心
が
辛
く
て
こ

こ
に
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
患
者
様
は
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
いっ
た
方
の

心
の
ケ
ア
も
で
き
る
よ
う
に
、
優
し
い
語
り

口
で
、
余
裕
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
お
話
を
聞

い
て
、
新
し
く
正
し
い
治
療
を
し
よ
う
と

心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
心
が
癒
さ
れ
安
ら

ぐ
だ
け
で
治
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
て
「
ア
ル
テ
ミ
デ
」

と
い
う
名
前
を
？

　

山
野
内
公
司
（
ア
ン
ヘル
）
神
父
様
が

考
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。
鷺
沼
の
サ
レ
ジ

オ
幼
稚
園
に
子
ど
も
２
人
が
通
っ
て
い
て
、

妻
も
役
員
を
務
め
た
り
教
会
に
通
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
長
男
が
小
学
校

を
受
験
す
る
際
に
、
本
人
が
「
マ
リ
ア
様

の
い
る
と
こ

ろ
が
い
い
」

と
い
う
こ
と

で
、
目
黒

星
美
学
園

小
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
せ
っ
か
く
だ

か
ら
み
ん
な
で
洗
礼
を
受
け
な
い
？
」
と

い
う
家
族
の
提
案
で
、
当
時
鷺
沼
教
会

に
い
ら
っ
し
ゃっ
た
山
野
内
神
父
様
に
私
も

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ
て
、「
病
院
の
名
前

を
ど
う
し
よ
う
か
」
と
悩
ん
で
い
た
時
も
、

山
野
内
神
父
様
に
相
談
し
ま
し
た
。
す

る
と
、「
ア
ル
テ
ミ
デ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

と
サ
レ
ジ
オ
会
の
修
道
士
の
名
前
を
勧
め

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

ク
リ
ニッ
ク
の
名
前
を
「
ア
ル
テ
ミ
デ
」
に

し
ま
し
た
。

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

い
ろ
い
ろ
な
人
の
人
生
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。
毎
日
出
会
う
さ
ま
ざ

ま
な
患
者
様
を
見
て
い
る
と
、
患
者
様
の

背
後
に
あ
る
人
生
が
よ
く
見
え
て
き
ま
す
。

だ
け
ど
、
若
い
う
ち
は
、
自
分
が
ど
の
位

置
か
ら
、
ど
の
程
度
相
手
の
こ
と
を
見
て

い
る
の
か
、
な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
受
験
勉
強
も
大
切

で
す
が
、
ま
ず
は
相
手
の
気
持
ち
に
な
る

こ
と
で
す
。
学
生
の
頃
、
私
は
た
く
さ
ん

の
小
説
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
ベ
ー
ス
は
、

相
手
の
気
持
ち
に
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
い
ろ
ん
な
小
説
を
見
て
い
る
と
、「
こ

ん
な
人
た
ち
が
い
る
ん
だ
」「
こ
ん
な
考
え

が
あ
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
相
手
の
気
持
ち
を

１
０
０
％
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
相
手
は
こ

う
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
話
す

け
れ
ど
、
本
人
は
そ
う
思
っ
て
い
な
い
こ
と

が
何
割
か
確
実
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
完
全
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
人
間
に
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
、
神
様
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
い
う
事
実
に
気
付
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
★

東
京
・
下
北
沢
の
小
さ
な
医
院
で
、
サ

レ
ジ
オ
会
修
道
士
の
精
神
に
倣な

ら
っ
て
診

療
を
行
う
皮
膚
科
医
が
い
る
。
身
体

的
な
治
療
だ
け
で
な
く
、
患
者
の
精
神

的
ケ
ア
を
も
目
指
す
「
街
の
お
医
者

さ
ん
」
だ
。
彼
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
教

え
子
と
し
て
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で

き
た
の
か
？

東
邦
大
学
客
員
教
授
、
ま
た
医
療
法

人
社
団
ア
ル
テ
ミ
デ
理
事
長
・
宇
野
皮

膚
科
医
院
院
長
を
務
め
る
漆
畑
修
さ

ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

★　

★　

★

静
岡
サ
レ
ジ
オ
幼
稚
園
・
小
学
校
に

入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

両
親
が
私
に
勉
強
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

が
一
番
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
は

幼
稚
園
の
数
も
少
な
く
、
幼
稚
園
に
通

う
こ
と
が
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
家
の
近
く
に
サ
レ
ジ
オ

の
幼
稚
園
が
で
き
た
の
で
、
２
年
半
幼
稚

園
に
、
続
け
て
付
属
の
小
学
校
に
通
い
ま

し
た
。

　

私
は
今
で
も
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の

頃
の
印
象
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
比
較

的
活
発
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
遊
び
仲

間
の
子
ど
も
た
ち
と
線
路
脇
の
枯
れ
草

に
火
を
着
け
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
い
た
ず
ら

や
悪
さ
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
いっ
た
こ

と
を
し
た
後
に
、
木
造
の
聖
堂
に
行
っ
て

マ
リ
ア
様
の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
聖
堂
に
行
く
と
、
子
ど
も
心
な
が
ら

に
「
神
聖
な
場
所
」
と
い
う
感
覚
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
マ
リ
ア
様
の
存
在
は
、
子
ど

も
な
が
ら
に
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　

当
時
の
思
い
出
と
し
て
今
で
も
覚
え
て

い
る
の
は
、
聖
母
行
列
で
す
。
今
は
教
会

の
中
だ
け
で
す
が
、
昔
は
マ
リ
ア
像
を
三

輪
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
に
積
ん
で
、
学
校
か
ら

駅
ま
で
往
復
し
た
ん
で
す
よ
。
私
は
十
字

軍
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
て
参
加
し
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

★サレジオ歴★ 　静岡サレジオ幼稚園・小学校
 （旧静岡星美幼稚園・小学校）

プロフィール
1948年静岡県清水市（現静岡市清水区） 生まれ。1960年静岡星美小学校卒業。
1977年東邦大学医学部大学院修了。医学博士。東邦大学講師、同准教授、東邦大学
大橋病院皮膚科部長、美容医学センター長、栄養部長、院長補佐を経て現職。

下北沢のアルテミデ宇野皮膚科医院
内、診察室にて

DB
教え子たち

の
ドン・ボスコ

連載インタビュー

医療法人社団アルテミデ宇野皮膚科医院院長

漆
うるし　ばた

畑 修
おさむ

さん

No.20

「
神
様
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」

福者アルテミデ・ザッティ修道士（写真左）
1880年イタリア生まれ。16歳でアルゼンチンに
渡り、1951年に生涯を終えるまで、心の施しを
与える修道士ばかりでなく、看護師の資格を持ち、
医療を通して人びとの心身を癒す活動を行ってき
た。誠実さとユーモラスな人柄でも知られる。

アルテミデ宇野皮膚科
医院を新たにオープンし
たときに、 山野内神父
より頂いた福者アルテミ
デ・ザッティの聖遺物
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学
園
」
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
学
園
の
校
歌

は
、
故
シ
ス
タ
ー
黒
田
尚
子
の
作
詞
に
、
チ
マッ

テ
ィ
神
父
が
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
１
９
５
９
年
に
中
学
校
、

１
９
６
２
年
に
高
等
学
校
が
認
可
さ
れ
て
幼
小

中
高
が
揃
い
、
１
９
７
１
年
に
は
サ
ン
タ
マ
リ
ア
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
始
し
ま
し
た
。
学
園
は
、

「
誠
実
な
人
、
よ
き
社
会
人
」
の
育
成
を
目

指
し
、
教
育
内
容
の
充
実
、
施
設
設
備
の
拡

充
を
進
め
な
が
ら
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
共
に
生
き
よ
う
　
心
を
つ
な
い
で
」

　
「
共
に
生
き
よ
う　

心
を
つ
な
い
で
」。
こ

れ
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
２
年
よ

り
、
学
園
の
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
姿
を
表

わ
す
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
こ
の
年
、
計
り
知
れ
な
い

神
の
恵
み
と
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
の
ご
保
護
の
も

と
、
数
多
く
の
恩
人
、
協
力
者
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
た
50
年
の
歩
み
に
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
ド
ン・ボ
スコ
の
心
を
受
け
継
ぎ
、

青
少
年
の
教
育
を
通
し
て
イ
エ
ス
の
福
音
の
種

を
蒔ま

き
続
け
る
決
意
を
新
た
に
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
、「
あ
そ
び
」
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
喜
び
、
驚
き
、
発
見
の
体
験
を
重
ね
な
が

ら
、
神
様
に
向
か
う
心
、
人
や
自
然
を
大
切
に

す
る
心
を
育
む
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
週
３
回
の
学
園
給
食
室
で
作
ら
れ
る
温
か
い

給
食
、
音
楽
・
英
語
・
体
育
の
指
導
、
夕
方

６
時
ま
で
の
預
か
り
保
育
な
ど
、
園
児
・
保
護

者
と
共
に
豊
か
な
幼
稚
園
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
で
は
、「
ノ
ー
ト
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

の
も
と
、
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
「
書
く
こ
と
」

に
重
点
を
置
い
た
指
導
を
大
切
に
し
、
１
年
生

か
ら
始
め
る
英
語
教
育
に
お
い
て
も
、
ア
ルフ
ァベッ

ト
を
し
っ
か
り
書
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
休
み
時
間
に
は
運
動
場
一
杯
に
元
気
に
遊

び
、
毎
月
１
回
の
「
お
に
ぎ
り
弁
当
の
日
」
を

通
し
て
、
よ
り
助
け
を
必
要
と
す
る
人
々
に
心
を

向
け
る
こ
と
も
小
学
校
の
大
事
な
教
育
で
す
。

　

中
学
・
高
校
で
は
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕

２
０
０
周
年
の
年
「
２
０
１
５
年
」
を
チ
ャ
ン
ス

に
、『
15
改
革
』
と
名
づ
け
た
教
育
内
容
の
刷

新
に
取
り
組
み
、
高
校
２
年
の
修
学
旅
行
は
聖

地
イ
タ
リ
ア
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
女

子
教
育
60
余
年
の
歴
史
に
学
び
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ

が
望
ま
れ
た
よ
う
に
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
い
た
だ

い
た
タ
レ
ン
ト
を
生
か
し
、
温
か
い
心
で
社
会
に

貢
献
す
る
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
共
に
祝
い
、
共
に
喜
ぶ
」
家
族
の
絆

　

ド
ン
・
ボ
スコ
生
誕
２
０
０
周
年
を
祝
っ
た
こ
の

１
年
は
、
学
園
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
絆
を
よ
り
一
層

堅
固
な
も
の
と
し
ま
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
の
花
「
ひ

ま
わ
り
」
の
種
蒔
き
式
、
２
０
０
周
年
記
念
の

開
幕
式
、
保
護
者
や
同
窓
生
と
共
に
行
わ
れ

た
城
星
フ
ェス
タ
、
そ
し
て
、
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル
聖

マ
リ
ア
大
聖
堂
で
行
っ
た
閉
幕
ミ
サ
な
ど
、
学

園
全
体
が
集
う
こ
と
を
最
優
先
に
企
画
し
た
こ

の
１
年
の
行
事
を
振
り
返
る
と
、ド
ン・ボ
スコ
は
、

彼
が
最
も
大
事
に
し
た「
共
に
祝
い
、共
に
喜
ぶ
」

家
族
的
な
ス
タ
イ
ル
の
大
切
さ
を
今
一
度
思
い
起

こ
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
天
国
の
ド
ン
・
ボ
スコへ
、
関
西
っ
子

の
元
気
一
杯
の
声
を
届
け
ま
す
。「
あ
り
が
と

う
、
ド
ン
・
ボ
スコ
。
大
好
き
や
で
～
！
」

（
文
・
写
真
／
城
星
学
園
提
供
）

大
阪
城
の
南
の
地
で

　

１
９
２
９
年
12
月
、“
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
風
”

を
う
け
て
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
６
人
の
シ
ス
タ
ー
が

来
日
し
、
宮
崎
・
別
府
・
東
京
・
静
岡
と
、

日
本
に
お
け
る
サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
教
育

活
動
が
展
開
し
ま
し
た
。
サ
レ
ジ
オ
会
の
マル
ジ
ャ

リ
ア
神
父
に
招
か
れ
て
大
阪
玉
造
の
地
に
修
道

院
が
開
設
さ
れ
た
の
は
１
９
５
０
年
の
こ
と
。
大

阪
城
の
す
ぐ
南
に
位
置
す
る
現
在
の
城
星
学
園

の
土
地
は
、
当
時
ま
だ
戦
後
の
焼
け
野
原
で
あ

り
、
そ
こ
に
残
っ
て
い
た
小
さ
な
蔵
が
最
初
の
修

道
院
で
し
た
。
そ
の
隣
に
あ
る
玉
造
教
会
が
経

営
す
る
ガ
ラ
シ
ア
幼
稚
園
の
運
営
を
委
嘱
さ
れ
、

翌
年
２
月
に
は
「
城
星
学
園
幼
稚
園
」
と
改

称
し
て
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
正
式
な
教
育
使
命

の
場
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

近
隣
に
は
、
サ
レ
ジ
オ
会
の
大
阪
星
光
学
院

と
マ
リ
ア
会
の
大
阪
明
星
学
園
が
あ
り
、
城
星

学
園
が
加
わ
っ
て
、
大
阪
城
を
背
景
に
、
聖
母

マ
リ
ア
の
ご
保
護
を
い
た
だ
く
３
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

学
校
が
揃
い
ま
し
た
。
こ
の
３
校
は
、
現
在
も

生
徒
会
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
と
し
て
互
い
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

「
誠
実
な
人
、
よ
き
社
会
人
」
の

育
成
を
目
指
す

　

１
９
５
３
年
、
卒
園
児
の
う
ち
16
人
が
城

星
学
園
小
学
校
の
１
期
生
と
し
て
新
し
い
制

服
に
身
を
包
み
、
こ
の
年
「
学
校
法
人
城
星

小学校児童「ノートづくりは人づくり」 休み時間は子どもと共に。小学校の児童と先生 お友達と一緒に、体育を楽しむ園児中高の朝学習の時間は落ち着いた一日を始める鍵水の中で笑顔 !　サンタマリアスイミングスクール

11 月 3 日城星フェスタ開会式（中央の絵は、恒例の巨大モザイク画）

サレジオ家族探訪
Salesian Family Visit

Ciao!
チャオ！

共
に
生
き
よ
う

心
を
つ
な
い
で

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
玉
造

城
星
学
園 

 

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

城星学園
幼稚園・小学校・中学校・高等学校・
サンタマリアスイミングスクール
大阪府大阪市中央区玉造 2-23-26
www.josei.ed.jp

各地のドン・ボスコの仲間を紹介します

城星学園正門のマリア像
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―
生
ま
れ
故
郷
と
ご
家
族
の

　
　
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
南
部
、
ザ
ボ
ル
フ
村
と
い

う
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９
１
５

年
８
月
22
日
で
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
誕
生

か
ら
１
０
０
年
と
１
週
間
で
す
。
家
族

は
父
、
母
、
姉
が
４
人
そ
し
て
兄
と
末
っ

子
の
私
の
８
人
家
族
で
し
た
。
父
も
母

も
結
婚
相
手
を
早
く
に
亡
く
し
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
ち
ら
に
も
娘
１
人
が
い
た
同
士
の

再
婚
で
す
。
私
は
し
ば
ら
く
姉
の
２
人
が

義
理
の
姉
だ
と
知
ら
な
い
ほ
ど
家
族
の
仲

は
良
か
っ
た
で
す
。

　

父
は
農
夫
で
麦
、
果
物
、
野
菜
な
ど

何
で
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。
３
回
ほ
ど
ア
メ

リ
カ
に
出
稼
ぎ
を
し
て
、
土
地
を
買
っ
て

増
や
し
ま
し
た
。
静
か
な
人
で
信
仰
が

篤
く
、
家
族
を
大
事
に
し
ま
し
た
。
後

に
村
長
に
な
っ
て
仕
事
が
忙
し
く
な
り
ま

し
た
。
母
も
特
別
信
仰
が
篤
い
人
で
私

た
ち
を
よ
く
育
て
ま
し
た
。

　
―
召
命
、
そ
し
て
宣
教
師
の

　
　
き
っ
か
け
は
？

　

姉
た
ち
が
女
子
修
道
会
に
入
っ
た
の

で
、
私
も
９
歳
の
と
き
か
ら
自
然
に
修

道
会
に
入
り
た
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
父
が
許
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
ば
ら
く
家
で
働
い
た
後
、
よ

う
や
く
父
の
許
し
を
得
て
、
姉
た
ち
が

紹
介
し
て
く
れ
た
サ
レ
ジ
オ
会
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

領
で
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ダ
シ
ャ
ヴ
ァ
に

あ
る
サ
レ
ジ
オ
会
の
小
神
学
校
に
入
り
ま

し
た
。
厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
家
族
的
で
い

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
院
長
も
修
道
士
た

ち
も
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ

ノ
の
ヴ
ァ
ル
ド
ッコ
育
ち

で
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の

心
を
生
き
て
い
ま
し

た
。

　

修
練
期
は
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
の
チ
ェル
ヴ
ィ
ン

ス
ク
で
過
ご
し
ま
し

た
。
72
人
の
修
練

生
が
い
ま
し
た
。
修
練
期
の
終
わ
り
ご

ろ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
リ
カ
ル
ド
ー
ネ
総
長
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
私
た
ち
に
「
宣
教
師

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
会
員
を
８
人
望
ん
で

い
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
幼
い
と

き
か
ら
宣
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
の
で
願
書
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し

同
期
の
う
ち
48
人
が
願
書
を
出
し
た
の

で
、
私
は
選
ば
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私
が
そ
の
８
人
の
う

ち
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
期
の
ピ
サ
ル
ス

キ
ー
神
父
（
２
０
１
３
年
没
）
と
一
緒

に
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
私
た
ち
の
日
本
に
つ
い
て
の
知

識
は
皆
無
に
等
し
く
、
日
本
語
の
辞
書

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
は
必
ず
心
配

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
修
道
女
の
姉
に
手

紙
を
書
い
て
母
に
伝
え
る
よ
う
言
づ
け
て

出
発
し
ま
し
た
。
１
か
月
の
船
旅
を
経

て
日
本
に
到
着
し
た
の
は
１
９
３
７
年
11

月
22
日
で
し
た
。

　
―
戦
争
前
の
大
変
な
時
代
に

　
　
来
日
さ
れ
た
の
で
す
ね

　

若
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
に
難
し
く
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
マッ
テ
ィ
神
父
を
は

じ
め
年
輩
の
会
員
は
も
っ
と
苦
し
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
東
京
の
杉
並
修
道
院
で
哲
学

を
３
年
間
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン

語
だ
っ
た
の
で
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
語
の
勉
強
は
大
変
で
し
た
。
宮
崎

で
の
実
地
課
程
を
終
え
て
神
学
の
勉
強

の
た
め
に
東
京
に
戻
っ
た
と
き
戦
争
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

特
別
高
等
警
察
に
監
視
さ
れ
な
が
ら

勉
学
を
続
け
ま
し
た
が
、
１
９
４
５
年
４

月
か
ら
は
長
野
県
の
野
尻
湖
畔
に
疎
開

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
生
活
は
と
て
も
ひ

も
じ
か
っ
た
。
監
視
も
さ
れ
ま
し
た
。
機

械
に
詳
し
い
私
は
近
隣
の
人
た
ち
の
時
計

を
修
理
し
、
お
礼
に
と
お
米
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
栄
養
失
調
と
無
理
を
し

て
目
に
負
担
が
か
か
っ
た
た
め
、
し
ば
ら

く
視
力
を
失
い
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
１
９
４
６
年
に
司
祭
に
叙

階
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
タ
シ
ナ
リ
神

父
の
指
導
の
も
と
、
戦
災
孤
児
の
た
め

の
児
童
養
護
施
設
開
設
に
携
わ
り
ま
し

た
。
東
京
都
練
馬
区
に
あ
っ
た
旧
陸
軍

成
増
飛
行
場
の
兵
舎
跡
地
に
一
次
的
に

場
所
を
借
り
受
け
、
そ
の
１
年
後
に
東

京
都
小
平
市
に
移
転
、
そ
れ
が
現
在
の

東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
で
す
。
学
校
も
併

設
し
ま
し
た
が
、
先
生
が
足
り
な
か
っ
た

の
で
何
で
も
教
え
ま
し
た
。
国
語
も
数

学
も
。
若
か
っ
た
か
ら
が
ん
ば
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　
―
神
父
様
は
修
練
長
も

　
　
長
く
務
め
ま
し
た
ね

　

全
部
で
８
年
間
務
め
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
か
ら
、
修

練
生
を
ど
の
よ
う
に
見
守
り
育
て
る
か
、

ま
た
適
性
の
判
断
に
つ
い
て
よ
く
相
談

し
、
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
生
前
の
ピ

オ
神
父
（
ピ
エ
ト
レ
ル
チ
ー
ナ
の
聖
ピ
オ
）

に
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ゆ
る
し
の
秘
跡

を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
印

象
は
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
と
同
じ
感
じ
を
受

け
ま
し
た
。

　
―
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

ま
ず
自
信
を
も
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
や

ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
や
る

力
を
湧
き
上
が
ら
せ
る
よ
う
に
。
人
の
意

見
に
惑
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
自
分
に
与

え
ら
れ
た
こ
と
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ

と
。
そ
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
、
喜
び

と
信
仰
で
す
。
こ
れ
は
大
切
だ
け
れ
ど
難

し
い
。
喜
び
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
で
、
喜
び
の

う
ち
に
信
仰
を
生
き
る
の
で
す
。
日
本
に

来
た
こ
と
を
心
か
ら
神
様
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
マ
リ
ア
様
に
導
か
れ
て
生
き
て
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
長
生
き
も
で
き
ま
し

た
。
●

ドン・ボスコのように生きる人たち
Salesian Now

昨年8月22日に100歳の誕生日を迎えた
ミカエル・モスカ神父。来日78年、司
祭生活69年のモスカ師に話を聞いた。

（文／サレジオ会・編集部）

ミカエル・モスカ
Michele Moskwa

1915年ポーランドに生まれる。
1937 年サレジオ会入会、初
誓願宣立後、来日。1946
年司祭叙階。47 年～ 51
年東京サレジオ学園に勤
務。1951 年～ 59 年宮崎
小神学校養成担当。59 年
～ 67 年東京調布修練院
修練長。その後、各修道
院で聴罪司祭・チャプレンと
して働く。

ミカエル・
モスカ神父

2015 年 8 月 22 日、野尻湖にて。お祝いに駆けつけた山野内管区長、ポーランド人宣教師たちと。

サレジオ学園にて、子どもたちと

1937 年 8 月、既に修道女となっていた２
人の姉と日本に出発する前に撮った写真

2012 年 9 月、来日したパスクアール・チャーベス前総長と

1959 年 3 月 29 日、初誓願者たちと。前列左からチマッティ神父
（院長）、ダルクマン神父（管区長）、モスカ神父（修練長）。

モスカ神父
生誕100周年
記念

おめでとうございます！
歳



神のはからいは
限りなく

サレジアンが心を込めて贈る
あなたへ応援メッセージ

土屋・茂明
今回の応援隊員

サレジオ会司祭

つ ち や し げ あ き

「世の光」「地の塩」となって
にキ

タ !!!!ミ

イ
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サレジアン小伝
ドン・ボスコのように生きた人たち
Salesian Life Story

その訃報に誰もが驚いた。やさしさに溢れた
表情と控えめな性格で、誰からも慕われたスミ
ス神父は、本当のジェントルマンだった。

● 

戦
時
中
の
混
乱
の
中
で

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
師
は
１
９
２
７
年
10
月
５
日
に
、

イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
父
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス

ミ
ス
、
母
ひ
ろ
（
旧
姓
・
鈴
木
）
の
間
に
神
戸
で
生
ま

れ
た
。
父
エ
ド
ワ
ー
ド
は
当
時
有
名
な
貿
易
商
で
あ

り
、
ま
た
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
し
て
、
戦
前
の

無
声
映
画
「
殉
教
血
史　

日
本
二
十
六
聖
人
」
の
制

作
の
資
金
援
助
を
し
た
と
い
う
。

　

母
ひ
ろ
が
早
く
に
亡
く
な
り
、
ス
ミ
ス
師
は
当
時
大

分
県
の
中
津
教
会
の
そ
ば
に
作
ら
れ
た
小
神
学
校
入
学

の
前
身
で
あ
る
寮
に
入
る
。
小
さ
い
時
か
ら
チ
マ
ッ
テ
ィ

神
父
を
慕
い
、
模
範
と
す
る
生
活
を
始
め
た
。
し
か

し
戦
時
中
の
た
め
修
道
会
で
も
修
練
期
を
行
う
ゆ
と

り
が
無
く
、
入
会
を
待
機
さ
せ
ら
れ
た
。

　

戦
後
最
初
の
修
練
者
と
な
り
、
１
９
４
８
年
に
初
誓

願
。
サ
レ
ジ
オ
会
員
と
し
て
司
祭
へ
の
道
を
歩
み
始
め

た
が
、
日
本
管
区
で
は
ま
だ
司
祭
養
成
の
体
制
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
ニ
ュ
ー
・
ロ
ケ
ッ
レ
大
学
に
留
学
し
、
哲
学
を
履
修
し

た
。
帰
国
後
、
実
地
課
程
を
育
英
学
院
（
現
サ
レ
ジ

オ
高
専
）
で
行
い
、
体
制
の
整
っ
た
調
布
神
学
院
で
神

学
を
学
び
、
１
９
５
９
年
３
月
８
日
に
晴
れ
て
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
。
叙
階
式
で
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
私
は
主
イ

エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
以
外
の
何
物
に
も
誇
り

を
置
か
な
い
で
あ
ろ
う
。」(

ガ
ラ
テ
ア
書
６
・
14)

　

司
祭
に
な
っ
て
か
ら
は
、
東
京
サ
レ
ジ
オ
学
園
、
目

黒
サ
レ
ジ
オ
中
学
校
、
大
阪
星
光
学
院
、
川
崎
サ
レ
ジ

オ
中
学
・
高
等
学
校
な
ど
で
特
に
英
語
の
教
師
と
し
て

働
く
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
と
し
て
慕

わ
れ
、
そ
の
温
厚
な
性
格
で
特
に
霊
的
指
導
の
面
で
生

徒
た
ち
を
指
導
し
た
。

● 

チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
を
模
範
と
し
て

　

そ
の
後
、
関
東
地
区
の
教
会
の
主
任
司
祭
や
助

任
・
協
力
司
祭
と
し
て
働
き
、
ま
た
１
９
９
９
年
か
ら

２
０
０
６
年
ま
で
目
黒
サ
レ
ジ
オ
幼
稚
園
の
園
長
を
務

め
た
。
そ
の
間
、
几
帳
面
さ
が
信
頼
さ
れ
て
長
年
支

部
財
務
を
任
さ
れ
た
。

　

ミ
サ
の
奉
仕
を
依
頼
さ
れ
る
と
、
近
く
で
あ
れ
ば
自

ら
自
動
車
を
運
転
し
、
遠
方
で
あ
れ
ば
鉄
道
を
駆
使

し
て
喜
ん
で
出
か
け
た
。
年
齢
を
考
え
て
周
り
が
心
配

し
て
も
、司
祭
の
務
め
を
最
後
ま
で
忠
実
に
果
た
し
た
。

趣
味
は
、
秋
葉
原
の
電
気
街
に
電
気
製
品
を
見
に
行

く
こ
と
。
ま
た
特
に
買
う
わ
け
で
も
な
い
が
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
て
ま
わ
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
テ
レ

サ
・
テ
ン
の
歌
が
大
好
き
と
い
う
お
茶
目
な
と
こ
ろ
も
。

　

昨
年
8
月
末
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
で
あ
っ
た
兄
の

墓
参
に
出
か
け
、
福
島
市
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る

時
に
、
急
変
し
、
そ
の
生
涯
を
終
え
て
神
の
も
と
に
召

さ
れ
た
。
医
師
の
判
断
で
は
8
月
28
日
午
後
8
時
ご

ろ
急
性
心
臓
死
だ
と
さ
れ
る
。
米
寿
を
間
近
に
し
て
、

多
く
の
人
が
お
祝
い
を
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
矢
先

だ
っ
た
。

　

常
に
温
厚
な
人
柄
は
だ
れ
か
ら
も
慕
わ
れ
、
他
人

と
争
い
を
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
の
な
い
方

で
あ
っ
た
。
若
い
時
か
ら
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
の
薫
陶
を
受

け
、
そ
れ
を
生
き
抜
い
た
サ
レ
ジ
オ
会
員
で
あ
る
こ
と

を
多
く
の
人
が
認
め
て
い
る
。
師
の
へ
り
く
だ
り
の
姿

勢
と
お
だ
や
か
な
態
度
は
、
生
涯
変
わ
ら
ず
、
目
立

つ
よ
う
な
こ
と
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
方
で
あ
っ
た
。

　
「
柔
和
な
人
々
は
、
幸
い
で
あ
る
、
そ
の
人
た
ち
は

地
を
受
け
継
ぐ
。」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
５・５
）

（
文
／
サ
レ
ジ
オ
会
）

リチャード・スミス
Richard Smith

1927年10月5日 神 戸 市 生まれ。
1948年1月初 誓 願。アメリカにて
哲学、調布神学院にて神学履修。
1959年3月司祭叙階。日本各地の
学校、教会にて奉職。2015年8月
28日福島にて帰天。

ありがとう！スミス神父
温厚な性格で
誰からも
慕われた司祭

2015年6月の管区共同体の集いにて。右はカバリエレ神父。

１９７０年頃、大阪星光学院教
員時代の授業風景

兄、故土屋真男神父（1960 年叙階・
1968 年帰天）の神学生の頃。左
はシモンチェリ神父、右はスミス神父。
1965 年頃、野尻湖にて。

　

私
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
あ
る
向

島
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
大
工
の
棟

梁
と
し
て
大
勢
の
徒
弟
を
抱
え
る
程
で

し
た
が
、
知
人
の
保
証
人
と
な
っ
た
挙

げ
句
、
家
財
道
具
全
て
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
、
丸
裸
に
な
り
ま
し
た
。
や
む
な

く
、
隅
田
川
を
越
え
た
、
浅
草
に
や
や

近
い
下
町
の
長
屋
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
小
学
５
年
の
時
に
学
童
疎
開
で
福

島
の
喜
多
方
に
１
年
、
さ
ら
に
家
族
で

軽
井
沢
の
伯
母
を
頼
っ
て
２
年
疎
開
し

た
後
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
東
京

三
ノ
輪
に
移
り
ま
し
た
。
私
と
す
ぐ
上

の
兄
は
都
立
の
高
校
に
通
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
兄
は
学
友
に
誘
わ
れ
て
教

会
に
行
き
、
洗
礼
を
受
け
る
と
、
私
に

も
教
会
に
行
く
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。

一
家
で
近
く
の
三
河
島
教
会
に
通
い
は

じ
め
、
１
９
４
９
年
、
家
を
離
れ
て
い

た
兄
を
除
く
全
員
で
洗
礼
を
受
け
ま
し

た
。
翌
年
、
す
ぐ
上
の
兄
と
私
は
期
せ

ず
し
て
サ
レ
ジ
オ
会
司
祭
を
志
望
し
、

家
を
離
れ
ま
し
た
。
当
時
三
河
島
に

赴
任
し
て
い
た
サ
レ
ジ
オ
会
員
、
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ロ
ッ
シ
神
父
の
若
く
明

る
く
、
心
温
か
い
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら

れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
司
祭
叙
階

後
、
私
は
日
本
各
地
の
サ
レ
ジ
オ
会
系

学
校
に
派
遣
さ
れ
、
育
英
高
専
（
現
サ

レ
ジ
オ
高
専
）
と
大
阪
星
光
学
院
で
教

員
と
し
て
長
く
働
い
て
き
ま
し
た
。

　

数
年
前
の
司
祭
叙
階
金
祝
の
際
、

カ
ー
ド
に
「
神
の
は
か
ら
い
は
限
り
な

く
、
生
涯
、
わ
た
し
は
そ
の
中
に
生
き

る
」
と
い
う
詩
編
の
言
葉
を
記
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
父
と
私
た
ち
一
家
が
窮

地
に
陥
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
し

の
司
祭
と
し
て
の
今
も
な
か
っ
た
の
で

は
と
思
う
か
ら
で
す
。

神
よ
　
わ
た
く
し
は

良
き
人
間
　
良
き
社
会
人
で
あ
り
た
い

家
族
　
社
会

世
界
の
幸
福
に
貢
献
す
る

誠
実
な
　
責
任
あ
る
人
間
で
あ
り
た
い

こ
の
学
舎
に
過
ご
す
日
々

わ
た
く
し
の
知
恵
と
意
志
と
心
を

照
ら
し
　
強
め

は
ぐ
く
ん
で
く
だ
さ
い

真
実
を
求
め

自
己
の
向
上
と
　
隣
人
の
善
を

た
え
ず
思
う
　

勇
気
あ
る
人
間
と
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
「
学ま

な
び
や舎
の
祈
り
」
は
、
叙
階
後

初
め
て
派
遣
さ
れ
た
育
英
高
専
勤
務
時

に
創
っ
た
も
の
で
す
。「
良
い
キ
リ
ス

ト
者
、
良
い
市
民
」
育
成
を
目
指
し
た

ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
願
い
、
思
い
を
込
め

て
創
り
ま
し
た
。
今
は
教
職
を
離
れ
、

大
阪
星
光
学
院
そ
ば
の
修
道
院
に
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
の
高
校
３
年
生
の
勉

強
合
宿
に
引
率
し
た
際
、
毎
朝
こ
の
祈

り
を
唱
え
ま
し
た
。
３
年
生
の
ク
ラ
ス

で
も
、
中
学
１
年
生
の
合
宿
で
も
こ
の

祈
り
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
皆

さ
ん
、
こ
の
祈
り
を
唱
え
て
、
将
来
良

き
社
会
人
と
し
て
「
世
の
光
」「
地
の

塩
」
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

1934年、東京向島生まれ。高
校１年の秋に受洗、高校２年の
春には神父を目指し、宮崎サレ
ジオ志願院に入る。1961年司
祭叙階。サレジオ会系の学校で
40年余り教職を務める。現在
はサレジオ会大阪修道院在籍。
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チ
マッ
テ
ィ
神
父

　 
帰
天
50
周
年

ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
心
を
伝
え
た
宣
教
師

各
地
で
行
わ
れ
た
記
念
ミ
サ
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
聖
劇
の
様
子
、

コ
ン
プ
リ
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

昨
年
２
０
１
５
年
10
月
６
日
は
、

チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
の
帰
天
50
年
で
し

た
。
東
京
都
調
布
市
に
あ
る
サ
レ
ジ

オ
神
学
院
聖
堂
で
荘
厳
な
記
念
ミ

サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父

の
故
郷
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
か

ら
マ
リ
オ
・
ト
ー
ゾ
司
教
と
11
人
の
巡

礼
団
も
訪
れ
ま
し
た
。
同
10
月
11

日
に
は
、
調
布
市
の
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

で
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
帰
天
50
周
年
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父

の
作
曲
し
た
歌
曲
を
音
楽
家
た
ち

が
熱
唱
。
約
８
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

ま
た
東
京
都
杉
並
区
の
カ
ト
リ
ッ

ク
下
井
草
教
会
で
は
、
11
月
15
日
、

教
会
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て

聖
劇
「
チ
マッ
テ
ィ
神
父　

ド
ン・ボ
ス

コ
の
心
を
伝
え
た
宣
教
師
」（
指
導

／
坂
東
輝
帝
、
脚
本
／
山
家
樹
美

子
）
が
上
演
さ
れ
、
１
０
０
人
以
上

の
観
客
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
ン
チ
ェン
ツ
ォ
・
チ
マッ
テ
ィ
神
父

は
、
１
９
２
６
年
、
日
本
へ
の
最
初

の
サ
レ
ジ
オ
会
宣
教
師
団
団
長
と
し

て
46
歳
で
来
日
し
、
１
９
６
５
年
86

歳
で
神
に
召
さ
れ
る
ま
で
、
心
か
ら

日
本
を
愛
し
、
宣
教
師
と
し
て
活

動
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
生
涯
は
、

神
へ
の
想
い
と
、
人
び
と
に
さ
さ
げ
ら

れ
た
も
の
で
し
た
。

　

１
９
７
６
年
11
月
26
日
に
列
福
列

聖
調
査
が
開
始
さ
れ
、
１
９
９
１
年

に
は
教
皇
ヨハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
よ
り
、

福
者
の
一
つ
前
の
「
尊
者
」
の
称

号
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

福
者
へ
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
チ
マッ

テ
ィ
資
料
館
（
東
京
都
調
布
市
）

館
長
の
ガ
エ
タ
ノ・コ
ン
プ
リ
神
父
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
列
福
の
た
め
の
師
の
生
涯
や
霊

性
に
関
す
る
調
査
は
す
べ
て
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
も
し
チ
マ
ッ
テ
ィ
師

の
と
り
つ
ぎ
に
よ
る
奇
跡
と
思
わ
る

こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
調
査
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
、
こ
れ
ま
で
３
件
の
事

例
を
バ
チ
カ
ン
列
聖
省
に
提
出
し
ま

し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
実
証
的

な
証
拠
が
足
り
な
い
と
の
返
答
が
あ

り
ま
し
た
。
50
周
年
を
迎
え
た
今
、

必
要
な
こ
と
は
祈
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
祈
る
た
め
に
師
の
こ
と
を
広
く

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
文
献

を
読
ん
で
生
涯
と
そ
の
霊
性
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
師
の

音
楽
を
も
っ
と
知
ら
せ
た
い
で
す
。

師
の
音
楽
は
祈
り
で
す
か
ら
。
毎
月

6
日
は
10
時
半
か
ら
記
念
の
ミ
サ
が

こ
の
調
布
市
の
チ
マッ
テ
ィ
記
念
聖
堂

で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
の
ミ
サ
に

与
っ
て
共
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
」。
★

文
／
サ
レ
ジ
オ
会

記念ミサの様子。調布教会にて。ソリストによる「Inno Barcarola（マリアにささげる
舟歌）」３０歳頃の作品。調布市グリーンホールにて。

オペラ「細川ガラシア」 のハイライト。中央は細川ガ
ラシア役の盛田麻央さん。調布市グリーンホールにて。

毎月多くの人が墓参りに訪れる。
訪問者のノートは百数十冊に及ぶ。

その類稀な音楽の才能から、 生涯900曲以上も作曲し、
日本各地で演奏活動を行った。

聖劇 「チマッティ神父　ドン・ボスコの心を伝えた宣教師」。下井草教会にて。

チマッティ師の墓を訪れたファエンツァ現司教マリオ・トーゾ師（右から2人目）と前司教クラウディオ・スターニ師（左から2人目）

流
れ
て
し
ま
っ
た
水
は
、
も
う
水
車
を
回
し
ま
せ
ん
。

過
去
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

未
来
は
神
の
手
に
あ
り
、

あ
な
た
は
そ
れ
を
知
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
手
に
あ
る
の
は
、
現
在
の
瞬
間
だ
け
で
す
。

そ
れ
を
活
用
し
、
上
下
左
右
を
見
ず
に
、

結
果
も
気
に
し
な
い
で
（
大
し
た
結
果
で
は
な
い
か
ら
）、

神
の
た
め
、
神
と
共
に
今
の
瞬
間
に
自
分
の
務
め
を

実
行
、
実
行
、
実
行
し
な
さ
い
。
こ
れ
こ
そ
、

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
レ
ジ
オ
と
聖
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
霊
性
で
す
。

チ
マ
ッ
テ
ィ
神
父
の
言
葉
（
１
９
２
６
年
）

Cinquantesimo anniversario

della morte di Mons.

 Vincenzo Cimatti

News ニュース
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Info お知らせ News 活動報告
　

２
０
１
５
年
９
月
、
関
東
・
東
北
を
襲
っ

た
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊

し
、
茨
城
県
常
総
地
区
は
大
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
を
被
ら
れ

た
方
々
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
、カ
ト
リ
ッ
ク
常
総
教
会
に
相
談
し
て
、

災
害
か
ら
２
週
間
過
ぎ
た
９
月
23
日
、
僕

た
ち
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

作
業
の
行
き
帰
り
に
、
氾
濫
し
た
鬼
怒

川
や
被
災
地
を
見
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
見

て
想
像
し
て
い
た
以
上
に
ひ
ど
い
状
況
で
し

た
。
泥
と
瓦
礫
が
一
面
に
広
が
り
、
田
ん

ぼ
の
中
に
は
流
さ
れ
た
車
が
残
さ
れ
、
店

舗
の
再
開
も
め
ど
が
立
た
な
い
状
況
で
し

た
。
標
高
の
低
い
土
地
に
あ
る
大お
お

生の

小
学

校
は
１
階
の
天
井
近
く
ま
で
泥
の
痕
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
２ｍ
50
㎝
ほ
ど
も
浸
水
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
石
灰
を
撒
い
た

り
、
消
毒
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
何
と
も
言
え
な
い
生
臭
い
に
お
い
が
一

面
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
家

は
、
そ
れ
を
取
り
除
け
て
も
残
る
湿
気
や

臭
い
が
ど
ん
な
だ
ろ
う
か
と
想
像
し
、
胸
が

痛
み
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
が
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
水
海
道

駅
前
に
行
く
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
常
総
教
会
の

シ
ス
タ
ー
コン
ソ
ー
ラ
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
駅
前
で
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
、
ペル
ー
人
な
ど
教
会
の
信
徒
の
皆

さ
ん
が
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
食
糧
や
物
資
配

給
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ス
タ
ー
の

紹
介
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
と
一
緒
に
、
日
本
・

世
界
各
地
か
ら
届
け
ら
れ
た
膨
大
な
支
援

物
資
を
保
管
し
て
い
る
つ
く
ば
み
ら
い
市
内

の
倉
庫
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
倉
庫

内
に
押
し
込
ま
れ
た
衣
類
や
靴
、
布
団
な

ど
を
いっ
た
ん
虫
干
し
を
兼
ね
て
す
べ
て
外

に
出
し
、
整
理
し
て
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
配
置
す
る
と
い
う
作
業
を
６
時

間
か
け
て
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

支
援
物
資
の
仕
分
け
を
手
伝
い
な
が
ら

驚
い
た
の
が
、
届
い
た
支
援
物
資
の
状
態

で
す
。
服
を
１
枚
１
枚
畳
ん
で
箱
に
入
れ

て
送
っ
た
人
や
、
ク
リ
ー
ニン
グ
を
済
ま
せ
て

送
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
ま
る
で
ゴ
ミ
の
よ
う
に

ポ
リ
袋
に
突
っ
込
ん
で
送
っ
た
人
、
中
に
は

虫
が
出
て
く
る
袋
も
…
…
。被
災
し
た
方
々

の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
き
れ
い
な
ほ
う
が

絶
対
に
心
地
よ
い
は
ず
で
す
。
配
布
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
、
日
用
品
や
洗
面
用
具

を
１
セ
ッ
ト
ず
つ
に
ま
と
め
て
送
っ
て
い
る
人

も
あ
り
、
物
資
の
一
つ
一
つ
に
人
の
心
が

表
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
被
災
地
へ
支
援

物
資
を
送
る
場
合
は
、
受
け
取
る
人
の
気

持
ち
を
考
え
て
送
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
日
だ
け
で
し
た
が
、

貴
重
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
し
た
方
々
の
大
変
な
生
活
は
続
き
ま

す
。
災
害
の
こ
と
が
世
間
の
話
題
か
ら
消

え
か
け
て
も
、
僕
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
て
、
人
び
と
に
支
援
を
呼
び
か
け
、

援
助
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

常総教会のシスターコンソーラから作業の説明を受ける

倉庫から支援物資を外に出し、虫干ししつつ整理

大生小学校の校庭には消毒の石灰が撒かれていた

被災した方々のために祈りをささげる

茨
城
県
常
総
地
区
を
訪
問
し
て
昨
年
９
月
に
大
水
害
被
災
地
を
訪
問
し
た
、サ
レ
ジ
オ
学

院
中
学
校（
神
奈
川
県
横
浜
市
）の
生
徒
有
志
メ
ン
バ
ー

の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

文
・
写
真 

● 

サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
生
徒
有
志

　

サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ

　

大
船
渡
教
会
の
初
聖
体
式

　

三
陸
海
岸
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
活
気
溢

れ
る
町
を
襲
っ
た
３
・
11
か
ら
４
年
。
震
災

直
後
、
大
船
渡
の
人
た
ち
と
共
に
歩
も
う
と

サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
立
ち
上
げ
た
管

区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
４
年
間
、
カ
リ
タ

ス
ジ
ャ
パ
ン
の
ベ
ー
ス
と
連
携
し
な
が
ら
姉
妹

校
や
善
意
あ
る
人
び
と
か
ら
の
寄
付
金
や
物

品
を
届
け
る
活
動
と
並
行
し
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
大
船
渡
教
会
か
ら
の
要
請
で
月
１
度
の
初

聖
体
準
備
会
に
携
わ
っ
て
き
た
。
２
０
１
５
年

も
「
聖
体
の
主
日
」
に
５
人
の
子
ど
も
た
ち

が
初
聖
体
式
を
迎
え
た
。
彼
ら
は
皆
フ
ィ
リ

ピ
ン
出
身
の
母
を
も
つ
。
信
徒
共
同
体
と
各

家
庭
の
協
力
な
し
に
は
教
会
へ
来
る
こ
と
自
体

容
易
で
は
な
い
中
で
１
年
間
、
親
子
一
緒
に

準
備
し
て
き
た
た
め
喜
び
は
ひ
と
し
お
。
シ

ス
タ
ー
や
協
力
者
か
ら
白
衣
、
手
作
り
の
ベ
ー

ル
、
ス
ト
ラ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
集
ま
っ
た
。
い

つ
も
は
お
ふ
ざ
け
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
も

こ
の
日
は
神
妙
に
「
ア
ー
メ
ン
」
と
し
っ
か
り

答
え
、
初
め
て
キ
リ
ス
ト
の
御
体
を
い
た
だ
い

た
。
ミ
サ
後
の
祝
賀
会
は
笑
顔
と
歓
声
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
料
理
の
品
々
で
賑
わ
っ
た
。
大
船
渡
教

会
共
同
体
は
こ
の
日
「
小
さ
な
」
者
た
ち
に

ご
自
身
を
示
さ
れ
る
神
の
愛
を
味
わ
い
強
め

ら
れ
た
。
さ
さ
や
か
な
奉
仕
で
大
き
な
恵
み

を
共
有
で
き
た
サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
に

と
っ
て
も
感
謝
の
日
と
な
っ
た
。

　

扶
助
者
聖
マ
リ
ア
第
７
回
国
際
大
会

　

扶
助
者
聖
マ
リ
ア
第
7
回
国
際
大
会
が

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
２
０
１
５
年
８
月
６

～
９
日
に
行
わ
れ
、
世
界
40
以
上
の
国
か
ら

１
２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
大
会
は
4

年
毎
に
開
催
さ
れ
、
前
回
か
ら
「
サ
レ
ジ
オ

家
族
の
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
の
国
際
大
会
」
と

し
て
、
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
の
会
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）

が
中
心
に
な
っ
て
準
備
・
運
営
し
て
い
る
。
日

本
か
ら
は
サ
レ
ジ
オ
会
管
区
長
の
山
野
内
倫

昭
神
父
、
松
本
美
恵
子
シ
ス
タ
ー
、
東
京
と

浜
松
の
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の
16
人
が
参
加
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
は
家
族
連
れ
で
の
参
加
者
も

目
立
っ
た
。
今
大
会
は
「
聖
母
マ
リ
ア
の
家

か
ら
私
た
ち
の
家
庭
へ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

神
の
あ
わ
れ
み
は
世
代
か
ら
世
代
へ
受
け
継

が
れ
、
聖
母
マ
リ
ア
の
家
か
ら
吹
く
聖
霊
の

風
は
、
私
た
ち
の
家
庭
や
社
会
に
祈
り
の
習

慣
に
よ
っ
て
家
族
関
係
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ

け
癒
や
す
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
主
旨
。
各

国
語
の
国
際
色
豊
か
な
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
に
よ

る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
や
交
流
等
も
あ
り
、
充

実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
８
日
の
ヴ
ァ

ル
ド
ッ
コ
で
の
ミ
サ
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
総

長
の
説
教
も
含
め
ス
ペ
イ
ン
語
で
行
わ
れ
、

日
本
グ
ル
ー
プ
は
浴
衣
を
着
て
奉
納
の
行
列

に
参
加
。
大
会
の
閉
会
ミ
サ
は
、
コ
ッ
レ
・
ド

ン
・
ボ
ス
コ
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
大
会
前
、

日
本
の
巡
礼
団
は
ロ
ー
マ
と
ア
ッ
シ
ジ
も
巡
礼

し
た
。
次
回
大
会
は
２
０
１
９
年
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
予
定
。
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
洗
礼
を
受
け
た
ア
ル
マ
グ

ロ
の
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
な
ど
で
行
わ

れ
る
。

　

扶
助
者
聖
母
会
同
窓
会

　

モ
ル
ネ
ー
ゼ
で
世
界
連
合
総
会

　

２
０
１
５
年
８
月
11
～
17
日
、
世
界
各
地
か

ら
同
窓
生
と
シ
ス
タ
ー
約
２
４
０
人
が
聖
マ
リ

ア
・
マ
ザ
レ
ロ
の
生
誕
地
イ
タ
リ
ア
・
モ
ル
ネ
ー

ゼ
に
集
ま
り
、
扶
助
者
聖
母
会
同
窓
会
（
ウ

ニ
オ
ー
ネ
）
世
界
連
合
の
第
５
回
総
会
・
選

挙
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の
ウ
ニ
オ
ー
ネ
か

ら
は
同
窓
生
代
表
２
人
と
シ
ス
タ
ー
２
人
が

参
加
。
「
社
会
の
辺
境
に
あ
っ
て
喜
び
の
証
人

と
な
ろ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
参
加
者
た
ち

は
サ
レ
ジ
ア
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
総
長
マ
ー
ド
レ
・

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ラ
ン
ゴ
ア
の
講
演
を
聞
き
、
討

議
し
て
「
辺
境
」
で
「
喜
び
」
を
証
し
す

る
た
め
に
は
同
窓
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
日
本
の
ウ
ニ
オ
ー
ネ
活
動
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
ト
リ
ノ
巡
礼
で
は
扶
助
者
聖
マ
リ
ア
大

聖
堂
で
サ
レ
ジ
オ
会
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
総
長

に
よ
る
同
窓
生
の
た
め
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、

日
本
の
同
窓
生
の
た
め
に
も
祈
り
を
さ
さ
げ

た
。
19
人
の
世
界
連
合
評
議
員
と
新
会
長
を

選
出
し
、
今
後
６
年
間
の
活
動
方
針
を
採
択

し
て
総
会
は
無
事
閉
会
し
た
。
８
月
16
日
に

は
コ
ッ
レ
・
ド
ン
・
ボ
ス
コ
で
若
者
と
共
に
「
ド

ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０
周
年
閉
幕
記
念
ミ

サ
」
に
参
加
。
２
０
０
周
年
記
念
の
年
に
ふ

さ
わ
し
い
意
義
深
い
総
会
で
あ
っ
た
。

　

イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会
新
総
長
に

　

テ
レ
ジ
ア
古
木
涼
子
シ
ス
タ
ー
が
就
任

　

ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
志
村
百
合
子
総
長
が
亡
く

な
っ
て
３
か
月
が
過
ぎ
た
２
０
１
５
年
９
月
３

日
、
イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道
女
会
は
、
第
16

回
総
会
に
お
い
て
、
テ
レ
ジ
ア
古
木
涼
子
シ

ス
タ
ー
を
新
総
長
に
選
出
し
た
。
翌
４
日
に

は
、
６
人
の
総
評
議
員
が
新
た
に
選
出
さ
れ

扶助者聖マリア国際大会で

ウニオーネ世界連合総会、モルネーゼで

新総長のテレジア古木涼子シスター

大船渡教会での初聖体式の祝賀会で
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た
。
新
総
長
の
古
木
シ
ス
タ
ー
は
、
１
９
６
４

年
生
ま
れ
、
86
年
に
初
誓
願
、
92
に
終
生
誓

願
を
宣
立
し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
派
遣
さ
れ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
宣
教
の
礎
を
作
り
上
げ
た
。
２
０
０
４
年
40

歳
で
総
評
議
員
に
選
出
さ
れ
、
２
期
目
を
終

え
た
今
回
、
総
長
に
。
昨
年
６
月
17
日
に
日

本
管
区
で
行
わ
れ
た
故
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
志
村

総
長
の
追
悼
ミ
サ
の
説
教
で
溝
部
脩
司
教
は
、

「
ア
ポ
リ
ナ
リ
ス
総
長
が
敷
い
た
路
線
を
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。
11
年
間
ア
ポ
リ
ナ

リ
ス
志
村
総
長
と
共
に
歩
ん
で
き
た
テ
レ
ジ

ア
古
木
新
総
長
は
、
イ
エ
ス
の
カ
リ
タ
ス
修
道

女
会
会
員
の
先
頭
に
立
っ
て
、「
そ
の
道
」
を

持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
決
断
力
、
豊
か

な
ア
イ
デ
ア
等
の
道
具
を
使
っ
て
確
か
な
足
取

り
で
歩
み
始
め
て
い
る
。

　

サ
レ
ジ
オ
同
窓
会
連
合

　

ロ
ー
マ
で
世
界
大
会

　

２
０
１
５
年
10
月
３
～
６
日
、
イ
タ
リ
ア
・

ロ
ー
マ
で
サ
レ
ジ
オ
同
窓
会
連
合
世
界
大
会
が

開
催
さ
れ
、
30
団
体
、
２
６
０
人
以
上
が
参

加
。
日
本
か
ら
は
４
人
の
代
表
者
が
出
席
し

た
。
６
年
毎
に
開
催
さ
れ
、
５
回
目
と
な
る

今
回
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０
周
年
を
記

念
し
、
会
議
後
に
ト
リ
ノ
巡
礼
も
行
わ
れ
た
。

初
日
は
代
表
役
員
ら
が
過
去
５
年
間
の
実
り

と
課
題
を
ふ
り
返
り
、
夜
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で

は
手
土
産
の
交
換
や
ダ
ン
ス
で
国
を
超
え
た

同
窓
会
を
満
喫
。
日
本
連
合
は
浮
世
絵
風
ド

ン
・
ボ
ス
コ
は
っ
ぴ
を
羽
織
っ
て
の
撮
影
会
で

盛
り
上
げ
た
。
２
日
目
は
各
地
域
代
表
と
各

国
が
特
徴
や
活
動
を
発
表
。
ア
ジ
ア
地
域
で

は
政
治
の
混
乱
や
貧
困
、
教
育
の
問
題
を
抱

え
る
な
か
、
同
窓
生
が
学
校
・
職
業
教
育
や

経
済
援
助
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
世
界
的
に
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
生
誕
２
０
０

周
年
が
同
窓
会
や
サ
レ
ジ
オ
家
族
の
絆
を
強

め
る
機
会
と
な
り
、
若
者
の
就
業
を
支
援
し

つ
つ
交
流
を
広
げ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

３
日
目
は
バ
チ
カ
ン
の
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂

で
同
窓
生
の
た
め
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
午

後
に
は
世
界
連
合
の
新
会
長
に
ス
ロ
バ
キ
ア
国

籍
の
ミ
ヒ
ャ
イ
ル
・
ホ
ル
ト
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

ホ
ル
ト
氏
は
37
歳
の
若
さ
な
が
ら
ス
ロ
バ
キ
ア

で
の
着
実
な
実
績
が
あ
り
、
明
快
な
目
標
を

掲
げ
、
思
慮
深
く
穏
や
か
な
人
柄
。
４
日
目

は
会
則
改
正
の
承
認
。
「
若
者
と
共
に
」
と
い

う
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
総
長
の
呼
び
か
け
に
共
鳴

し
、
多
様
性
を
尊
重
し
つ
つ
連
携
を
一
層
深
め

る
こ
と
な
ど
を
目
指
す
。
２
０
１
６
年
10
月
に

は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
ア
ジ
ア
地
域
大
会
を
開
催

予
定
。
日
本
か
ら
も
多
く
の
同
窓
生
の
参
加

が
期
待
さ
れ
る
。

　

サ
レ
ジ
オ
会
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

　

広
報
・
出
版
会
議
を
東
京
で
開
催

　

２
０
１
５
年
11
月
９
～
15
日
、
サ
レ
ジ
オ

会
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
出
版
会
議
と

広
報
会
議
が
東
京
・
調
布
サ
レ
ジ
オ
神
学
院

で
行
わ
れ
た
。
日
本
で
の
国
際
会
議
開
催
は

十
数
年
ぶ
り
。
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
各
国
と

ロ
ー
マ
総
本
部
か
ら
18
人
と
日
本
管
区
か
ら

山
野
内
管
区
長
と
出
版
・
広
報
担
当
者
６
人

が
出
席
し
た
。
出
版
・
広
報
部
門
は
サ
レ
ジ

オ
会
員
だ
け
で
な
く
信
徒
協
働
者
も
専
門
家

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る

の
が
特
徴
。
各
管
区
の
事
業
経
営
の
状
況
や

制
作
物
の
事
例
を
紹
介
し
、
教
育
出
版
や
若

者
に
伝
わ
る
工
夫
も
学
ん
だ
。
日
本
発
の
漫
画

『
コ
ラ
ッ
ジ
ョ
！！
』
を
は
じ
め
良
書
の
翻
訳
出

版
を
進
め
る
こ
と
、
翻
訳
チ
ー
ム
の
整
備
や
語

学
力
向
上
な
ど
課
題
を
共
有
し
、
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
地
域
で
の
共
通
目
標
や
、
各
管
区
レ

ベ
ル
の
目
標
を
話
し
合
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ
ジ

オ
等
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
サ
レ
ジ
オ
会

の
職
業
学
校
や
青
年
活
動
と
連
携
し
て
若
者

が
参
加
し
、
人
材
養
成
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
会
議
中
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
や
チ
マ
ッ
テ
ィ

資
料
館
の
見
学
も
行
わ
れ
、
夕
食
時
に
は
神

学
生
の
コ
ー
ラ
ス
に
触
発
さ
れ
て
各
国
の
歌
を

披
露
し
あ
う
な
ど
サ
レ
ジ
オ
の
家
庭
的
な
交

わ
り
も
満
喫
。
世
界
と
日
本
の
サ
レ
ジ
オ
家

族
が
心
を
一
つ
に
し
て
ド
ン
・
ボ
ス
コ
の
夢
の

実
現
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
出
版
・
広
報
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
命
を
再
確
認
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

　

サ
レ
ジ
ア
ニ
・
コ
オ
ペ
ラ
ト
ー
リ

　

Ｅ
Ａ
Ｏ
地
域
東
京
大
会
開
催
に
向
け
て

　

２
０
１
７
年
５
月
に
東
京
で
開
催
予
定
の
サ

レ
ジ
ア
ニ・コ
オ
ペ
ラ
ト
ー
リ
Ｅ
Ａ
Ｏ
東
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
大
会
に
向
け
て
、
本
格
的
な

準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
サ
レ
ジ
ア
ニ
・
コ
オ

ペ
ラ
ト
ー
リ
は
ド
ン・ボ
ス
コ
が
創
立
し
た
「
信

徒
の
会
」
で
、「
良
き
社
会
人
、
善
良
な
キ

リ
ス
ト
者
」
と
し
て
、
サ
レ
ジ
オ
会
と
同
様

に
「
若
者
の
霊
魂
の
救
い
」
を
使
命
と
し
て

活
動
し
て
い
る
会
。
こ
れ
ま
で
３
年
毎
に
各

国
持
ち
回
り
で
Ｅ
Ａ
Ｏ
地
域
大
会
が
開
催
さ

れ
、
今
回
初
め
て
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
を

受
け
入
れ
た
。
ね
ら
い
の
一
つ
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
問
題
を
抱
え
て
生
き
て
い
る
日

本
の
若
者
が
、
真
の
幸
せ
と
は
何
か
、
世
界

平
和
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
こ
の
社
会
で

福
音
宣
教
す
る
た
め
に
具
体
的
に
ど
う
す
べ
き

か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
近
隣
国
の
若

者
た
ち
と
一
堂
に
会
し
て
話
し
合
い
、
連
帯
・

協
働
を
は
か
る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
Ｅ
Ａ
Ｏ
地
域
の
中
で
も
経
済
的
に
恵
ま

れ
て
い
な
い
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
の
国
々
か
ら
若
者
を
招
く
に
は
、

資
金
援
助
の
必
要
が
あ
る
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
参

加
で
き
る
よ
う
皆
様
か
ら
の

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
の
で
、

Ｅ
Ａ
Ｏ
地
域
大
会
開
催
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Info お知らせ
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サレジオ同窓会連合世界大会、
総長と新会長を囲んでアジアのグループと

EAO 出版会議の参加メンバー
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　それは、魂の内面深くを歩み、神の導きに心を研ぎ澄ませる旅です。

イエスは、聖霊に導かれ、共に歩まれる父なる神の望みをたえず求め、その「冒険」を生き抜きました。マリアの人

生もまた、聖霊による冒険の旅でした。行き先が見えなくても、神に信頼して歩んだのです。ドン・ボスコも、神が彼

自身と若者のために望んでおられることに応えようと、聖霊に心を開き全生涯を生きました。私たちも、毎日の生活を聖

霊に導かれながら、魂の道を深く歩むよう招かれています。不確かな道のりの終着点、そこには心奪われるすばらしい

世界が開けます。その道のりは、①深い信仰体験を味わい、②信仰を分かち合う仲間を育み、③憐れみと兄弟愛

において成長すること、によって具体的に表されます。愛する若者の皆さん、一緒にこの冒険に旅立ちましょう！　きっと

すばらしい実りがあるでしょう。聖霊は私たちに驚きと挑戦、ひらめき、魅力を与えながら、共に歩んでくださるのです。

サレジオ会総長　アンへル・フェルナンデス・アルティメ神父

2016ストレンナ要約より

「聖霊にゆだねて冒険してみる」
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